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第１章 調査の枠組み 
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１．調査の目的 

本調査は、那珂市高齢者保健福祉計画（第 10 期那珂市高齢者福祉計画・第９期那珂市介

護保険事業計画）の策定に向けて、市内の 65 歳以上の高齢者や要支援・要介護認定者の現

状、介護サービス事業所の現状および今後の事業展開の意向等を把握し、計画策定に向け

た基礎資料を得ることを目的として実施したものです。 
 
 

２．調査の種類 

本調査では、以下の６種類の調査を実施しました。 
 

種類 調査の趣旨 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（対象：市内在住の満 65 歳以上（要介護認定者除く）のか

た） 

 

要介護状態になる前の高齢者のリスクや社会参加状況などを把握することで、地域が

抱えている課題の特定や今後の施策展開等を検討するための基礎資料を得ることを目的

とした調査です。 

在宅介護実態調査（対象：市内在住の要支援・要介護認定者） 

 
高齢者等の在宅生活の継続と家族等介護者の就労継続の実現に向けた介護サービスの

あり方等を検討するための基礎資料を得ることを目的とした調査です。 

在宅生活改善調査（対象：市内にある居宅介護支援事業所・小規模多機能型居宅介護事業所） 

 

自宅等にお住まいのかたで、現在のサービス利用では生活の維持が難しくなっている

利用者の実態を把握し、地域に不足する介護サービス等を検討するための基礎資料を得

ることを目的とした調査です。 

居所変更実態調査（対象：市内にある介護施設等（サ高住・住宅型有料老人ホーム含む）事業所） 

 

過去１年間の新規入居・退居の流れや、退居の理由などを把握することで、住み慣れた

住まい等で暮らし続けるために必要な機能等を検討するための基礎資料を得ることを目

的とした調査です。 

介護人材実態調査（対象：市内にある介護施設等（サ高住・住宅型有料老人ホーム含む）事業所） 

 
各事業所の雇用実態などを把握することで、介護人材の確保・定着に向けた支援策を検

討するための基礎資料を得ることを目的とした調査です。 

介護サービス事業所意向調査（対象：市内で介護サービス事業所等を運営している法人） 

 

事業所の現在のサービス提供の状況や今後の事業展開に向けた意向等を把握すること

で、将来の持続的なサービス提供体制を検討するための基礎資料を得ることを目的とし

た調査です。 
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３．調査方法および実施時期 

調査方法：返信用封筒を同封したアンケート調査票の郵送配布・郵送回収 

実施時期：令和５年１月６日（金）～令和５年１月 31 日（火） 

（調査期間を過ぎた返送分も、可能な限り集計の対象とした） 
 
 

４．回収状況 

各調査の配布数、回収数、回収率は以下のとおりとなっています。 
 

 調査名 発送数 回収数 回収率 

１ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 3,000 2,038 67.9％ 

２ 在宅介護実態調査 1,000 557 55.7％ 

３ 在宅生活改善調査 19 19 100.0％ 

４ 居所変更実態調査 25 24 96.0％ 

５ 介護人材実態調査 86 81 94.2％ 

６ 介護サービス事業所意向調査（33法人） 139事業所 139事業所 100.0％ 

 
 

５．調査報告書の見方 

・図中の「n」は、各設問に該当する回答者の総数であり、回答率（％）の母数をあらわ

しています。 

・回答率（％）は、すべて小数点以下第２位を四捨五入した数値であるため、合計が 100％

にならない場合があります。 

・回答者が２つ以上回答することができる設問（複数回答）の場合、その回答率の合計 

は 100％を超えることがあります。 

・本文中に掲載した図表の単位は、特にことわりのない限り、「％」であらわしています。 

・図中、集計値が５％に満たない場合、数値の表現を省略する場合があります。 

・選択肢の語句が長い場合、本文や図表中では省略した表現を用いる場合があります。 

・文章中、選択肢は「 」で表現し、合計値等は『 』で表現しています。 

・クロス集計表の数字は、上段に人数、下段に％を表しています。 

・各設問の対象者全員の合計を「全体」と表記し、特徴的なものについては、性別・年齢

等の属性や、他の設問に対する回答と、クロス集計分析を行っています。 

・クロス集計表では分類項目の「無回答」の掲載を省略しています。そのため、タテ軸の

回答者数の合計値と「全体」の数値が一致しない場合があります。 

・文章中、クロス集計のタテ軸は《 》で表現しています。 

・前回調査（「那珂市介護予防・日常生活圏域ニーズ調査及び在宅介護実態調査報告書（令

和２年３月）」。以下、同様）と同じ質問がある場合、回答の傾向が異なる場合などにお

いて経年の比較を掲載しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 



3 

１．回答者の基本属性について 

問 調査票を記入されたのはどなたですか（１つのみ） 

調査票への記入者は、回答者数 2,038 人に

対して、「あて名のご本人が記入」が 91.0％と

最も多く、「ご家族が記入」が 5.9％、「その他」

が 0.1％となっています。 

なお、「無回答」は 61人で、全体の 3.0％と

なっています。 

 

 

 

問 あて名のご本人の性別について教えてください（１つのみ） 

回答者の性別は、「男性」が 45.0％、「女性」が 50.6％であり、男性よりも女性のほうが

多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

問 あて名のご本人の年齢について教えてください（１つのみ） 

回答者の年齢では、「70～74 歳」が 27.0％と最も多く、次いで「65～69 歳」が 23.5％、

「75～79歳」が 21.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

回
答
者
（
人
・
％
） 

あ
て
名
の
ご
本
人
が
記
入 

ご
家
族
が
記
入 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 
2,038 1,854 120 3 61 

100.0 91.0 5.9 0.1 3.0 

男性

45.0
女性

50.6

無回答 4.4

(n=2,038)

23.5

27.0

21.3

14.9

8.7

3.2

0.5

0.0

0.9

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

無回答 (n=2,038)
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問 あて名のご本人の要支援認定についてお教えください。(１つのみ) 

要支援認定等を受けているかについては、「一般高齢者」が 90.6％、「要支援１」が 2.5％、

「要支援２」が 2.3％、「介護予防・日常生活支援総合事業対象者」が 1.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活圏域の状況 

回答者の居住地（日常生活圏）は、「東部圏域」が 42.8％、「西部圏域」が 29.5％、「北部

圏域」が 27.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東部圏域

42.8

西部圏域

29.5

北部圏域

27.7

(n=2,038)

2.3

2.5

1.1

90.6

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要支援２

要支援１

介護予防・日常生活支援総合事業対象者

一般高齢者

無回答 (n=2,038)
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２．生活状況について 

設問１ あなたのご家族や生活状況について 

問１ 家族構成を教えてください（１つのみ） 

家族構成では、「夫婦２人暮らし（配偶者 65 歳以上）」が 43.6％と最も多く、次いで「そ

の他」が 18.1％、「息子・娘との２世帯」が 16.8％となっており、「１人暮らし」は 14.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

年代別の家族構成をみると、年齢が上がるにつれて「１人暮らし」と「息子・娘との２世

帯」の割合が高くなっています。 
 
 

合計 １人暮らし 

夫婦２人暮

らし（配偶者

65 歳以上） 

夫婦２人暮

らし（配偶者

64 歳以下） 

息子・娘と

の２世帯 
その他 無回答 

全体 2,038 289 888 109 343 369 40 

100.0 14.2 43.6 5.3 16.8 18.1 2.0 

65～74 歳 1,028 116 461 87 145 214 5 

100.0 11.3 44.8 8.5 14.1 20.8 0.5 

75～84 歳 738 107 354 16 124 122 15 

100.0 14.5 48.0 2.2 16.8 16.5 2.0 

85 歳以上 271 66 73 5 74 33 20 

100.0 24.4 26.9 1.8 27.3 12.2 7.4 

 

問２ あなたは、普段の生活でどなたかの介護・介助が必要ですか（１つのみ） 

普段の生活での介護・介助の必要性では、「介護・介助は必要ない」が 85.9％と最も多く、

「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」が 6.2％、「現在、何らかの介護を

受けている」が 2.4％となっています。 

 

 

  

14.2

43.6

5.3

16.8

18.1

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１人暮らし

夫婦２人暮らし（配偶者６５歳以上）

夫婦２人暮らし（配偶者６４歳以下）

息子・娘との２世帯

その他

無回答 (n=2,038)

85.9

6.2

2.4

5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護・介助は必要ない

何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない

現在、何らかの介護を受けている

無回答
(n=2,038)
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【問２で「何らかの介護・介助は必要だが、現在は受けていない」、「現在、何らかの介護を

受けている」を選んだ方のみ】 

問２－１ 介護・介助が必要になった主な原因はなんですか（いくつでも） 

介護・介助が必要になった原因では、「高齢による衰弱」が 29.7％と最も多く、次いで「そ

の他」が 13.7％、「骨折・転倒」が 12.6％と多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問２で「現在、何らかの介護を受けている」を選んだ方のみ】 

問２－２ 主にどなたの介護・介助を受けていますか（いくつでも） 

主な介護・介助者については、「娘」が 40.8％と最も多く、次いで「配偶者（夫・妻）」が

38.8％、「息子」が 22.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.1

12.0

8.0

6.9

8.0

4.6

1.7

10.9

0.6

8.0

12.6

5.1

29.7

13.7

18.3

0.0

0% 10% 20% 30% 40%

脳卒中（脳出血・脳梗塞など）

心臓病

がん（悪性新生物）

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎など）

関節の病気（リウマチなど）

認知症（アルツハイマー病など）

パーキンソン病

糖尿病

腎疾患（透析）

視覚・聴覚障害

骨折・転倒

脊椎損傷

高齢による衰弱

その他

不明

無回答 (n=175)

38.8

22.4

40.8

10.2

2.0

6.1

4.1

8.2

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

配偶者（夫・妻）

息子

娘

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

介護サービスのヘルパー

その他

無回答 (n=49)
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問３ 現在の暮らしの状況を経済的にみてどう感じていますか(１つのみ) 

現在の暮らしの経済的状況では、「ふつう」と回答した方の割合が 62.0％、「やや苦しい」

が 22.5％、「大変苦しい」が 6.8％となっており、「やや苦しい」と「大変苦し」を合わせた

『苦しい』は 29.3％となっています。 

年代別でみると、年齢が低いほど『苦しい』割合が高く、《65～74歳》と《85歳以上》で

は 10.1ポイントの開きが見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 合計 大変苦しい やや苦しい ふつう 
ややゆと

りがある 

大変ゆと

りがある 
無回答 

全体 

2,038 138 458 1,263 117 21 41 

100.0 
6.8 22.5 

62.0 5.7 1.0 2.0 
29.3 

65～74 歳 

1,028 71 257 608 63 10 19 

100.0 
6.9 25.0 

59.1 6.1 1.0 1.8 
31.9 

75～84 歳 

738 54 155 466 41 8 14 

100.0 
7.3 21.0 

63.1 5.6 1.1 1.9 
28.3 

85 歳以上 

271 13 46 189 13 2 8 

100.0 
4.8 17.0 

69.7 4.8 0.7 3.0 
21.8 

 

問４ お住まいは一戸建て、または集合住宅のどちらですか（１つのみ） 

住まいの住宅の種類は、「持家一戸建」が 95.5％と多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.8

22.5

62.0

5.7

1.0

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

大変苦しい

やや苦しい

ふつう

ややゆとりがある

大変ゆとりがある

無回答 (n=2,038)

95.5
0.1

0.6

0.5

0.6

0.6

0.5

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

持家一戸建

持家集合住宅（分譲マンション等）

民間賃貸住宅一戸建

民間賃貸住宅（賃貸マンション・アパート等）

公的賃貸住宅（ＵＲ賃貸住宅、都営住宅、市営住宅等）

借家

その他

無回答 (n=2,038)
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３．日常生活について 

設問２ からだを動かすことについて 

問１ 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか（１つのみ） 

階段を手すりや壁をつたわらずに昇れるかでは、「できるし、している」が 62.7％と最も

多く、次いで「できるけどしていない」が 20.1％、「できない」が 14.2％となっています。 

前回調査と比べると、「できるし、している」が 3.0 ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問２ 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか（１つのみ） 

椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がれるかでは、「できるし、している」が

75.1％と最も多く、次いで「できるけどしていない」が 11.7％、「できない」が 10.3％とな

っています。 

前回調査と比べると、「できるし、している」が 2.3 ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問３ １５分位続けて歩いていますか（１つのみ） 

15分位続けて歩けるかでは、「できるし、している」が 69.5％と最も多く、次いで「でき

るけどしていない」が 20.1％、「できない」が 7.9％となっています。 

前回調査と比べると、「できるし、している」が 0.6 ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

59.7

62.7

21.0

20.1

13.6

14.2

5.7

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

72.8

75.1

12.6

11.7

9.6

10.3

5.0

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

68.9

69.5

19.8

20.1

6.9

7.9

4.5

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

できるし、している できるけどしていない できない 無回答
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問４ 過去１年間に転んだ経験がありますか（１つのみ） 

過去１年間に転んだ経験では、「ない」が 67.9％と最も多く、次いで「１度ある」が 20.1％、

「何度もある」が 9.8％となっています。 

前回調査と比べると、「何度もある」が 0.7 ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問５ 転倒に対する不安は大きいですか（１つのみ） 

転倒に対する不安では、「やや不安」が 34.4％と最も多く、次いで「あまり不安でない」

が 29.2％、「不安でない」が 20.5％、「とても不安」が 13.5％となっています。 

前回調査と比べると、「とても不安」と「やや不安」を合わせた『不安』が 2.3ポイント増

加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問６ 週に１回以上は外出していますか（１つのみ） 

１週間の外出の頻度では、「週２～４回」が 47.2％と最も多く、次いで、「週５回以上」が

29.7％、「週１回」が 16.1％、「ほとんど外出しない」が 5.1％となっています。 

前回調査と比べると、「週５回以上」が 3.1 ポイント減少し、「ほとんど外出しない」が 0.4

ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

13.1

13.5

32.5

34.4

31.0

29.2

19.4

20.5

3.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

とても不安 やや不安 あまり不安でない 不安でない 無回答

9.1

9.8

20.9

20.1

66.1

67.9

3.9

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

何度もある １度ある ない 無回答

4.7

5.1

13.0

16.1

46.0

47.2

32.8

29.7

3.5

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

ほとんど外出しない 週１回 週２～４回 週５回以上 無回答
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問７ 昨年と比べて外出の回数が減っていますか（１つのみ） 

昨年と比べた外出回数では、「あまり減っていない」が 34.0％と最も多く、次いで、「減っ

ていない」が 32.7％、「減っている」が 27.5％、「とても減っている」が 3.6％となっていま

す。 

前回調査と比べると、「とても減っている」と「減っている」を合わせた『減ってる』が

10.8ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問８ 外出を控えていますか（１つのみ） 

外出を控える状況では、「いいえ（控えていない）」が 63.9％、「はい（控えている）」が

29.9％となっており、前回調査と比べると、「はい（控えている）」が 15.0 ポイント増加し

ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問８－１ 外出を控えている理由は、次のどれですか（いくつでも） 

外出を控えている理由では、「その他」を除き、「足腰などの痛み」が 32.8％と多くなって

います。（※「その他」の理由では、「新型コロナウイルスの感染予防」が９割以上） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

8.4

1.8

32.8

10.8

7.6

3.6

13.6

6.1

13.3

48.1

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

病気

障害（脳卒中の後遺症など）

足腰などの痛み

トイレの心配（失禁など）

耳の障害（聞こえの問題など）

目の障害

外での楽しみがない

経済的に出られない

交通手段がない

その他

無回答 (n=609)

2.4

3.6

17.9

27.5

36.2

34.0

39.7

32.7

3.9

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

とても減っている 減っている あまり減っていない 減っていない 無回答

14.9

29.9

78.5

63.9

6.6

6.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

はい いいえ 無回答
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問９ 外出する際の移動手段は何ですか（いくつでも） 

外出する際の移動手段では、「自動車（自分で運転）」が 73.1％と最も多く、次いで「徒歩」

が 34.5％、「自動車（人に乗せてもらう）」が 24.2％となっています。 

前回調査と比べると、「自動車（自分で運転）」が 5.0 ポイント増加しています。 

また、その他の意見では「乗合タクシー（デマンドタクシー）」や「ひまわりタクシー」が

挙げられていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.8

21.4

1.5

68.1

26.9

9.9

2.7

1.5

0.2

0.1

1.4

4.3

1.2

4.0

34.5

16.1

1.6

73.1

24.2

6.1

1.5

1.4

0.2

0.1

1.8

3.8

0.5

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

徒歩

自転車

バイク

自動車（自分で運転）

自動車（人に乗せてもらう）

電車

路線バス

病院や施設のバス

車いす

電動車いす（カート）

歩行器・シルバーカー

タクシー

その他

無回答
前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）
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設問３ 食べることについて 

問１ 身長・体重を教えてください（数字を記入） 

回答いただいた身長と体重からＢＭＩ（体格指数）（※体重 kg÷身長ｍ÷身長ｍ）を算出

し、肥満や低体重の方の割合を算出しました。 

その結果、全体では『肥満（ＢＭＩが 25.0以上）』が 23.3％、「低体重（ＢＭＩが 18.5 未

満）」が 5.9％であり、男女別では、男性の『肥満（ＢＭＩが 25.0 以上）』が 26.4％、女性

の『肥満（ＢＭＩが 25.0以上）』が 20.8％、男性の「低体重（ＢＭＩが 18.5未満）」が 2.9％、

女性の「低体重（ＢＭＩが 18.5未満）」が 8.4％となっています。 
 
 
 

 合計 
低体重 

(18.5未満) 

普通体重 

(18.5 以上

25.0 未満) 

肥満１度 

(25.0 以上

30.0 未満) 

肥満２度 

(30.0 以上

35.0 未満) 

肥満３度 

(35.0 以上

40.0 未満) 

肥満４度 

(40.0以上) 
無回答 

全体 2,038 121 1,384 437 32 3 5 56 

100.0 5.9 67.9 
21.4 1.6 0.1 0.2 

2.7 
23.3 

男性 917 27 633 225 15 1 2 14 

100.0 2.9 69.0 
24.5 1.6 0.1 0.2 

1.5 
26.4 

女性 1,032 87 692 193 17 2 3 38 

100.0 8.4 67.1 
18.7 1.6 0.2 0.3 

3.7 
20.8 

 
 
 

問２ 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか（１つのみ） 

半年前に比べて固いものが食べにくくなったかについては、「はい（食べにくくなった）」

が 30.9％、「いいえ（食べにくくなっていない）」が 67.6％となっています。 

前回調査と比べると、「はい（食べにくくなった）」が 0.2ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

30.7

30.9

67.7

67.6

1.6

1.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

はい いいえ 無回答
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問３ お茶や汁物などでむせることがありますか（１つのみ） 

お茶や汁物などでむせることがあるかでは、「はい（むせることがある）」が 28.6％、「い

いえ（むせることはない）」が 70.3％となっています。 

前回調査と比べると、「はい（むせることがある）」が 2.5ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問４ 口の渇きが気になりますか（１つのみ） 

口の渇きが気になるかについては、「はい（気になる）」が 26.0％、「いいえ（気にならな

い）」が 72.4％となっています。 

前回調査と比べると、「はい（気になる）」が 3.0 ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問５ 歯磨き（人にやってもらう場合も含む）を毎日していますか（１つのみ） 

毎日の歯磨きの実施では、「はい（毎日磨いている）」が 90.3％、「いいえ（毎日は磨いて

いない）」が 8.6％となっています。 

前回調査と比べると、「いいえ（毎日は磨いていない）」が 0.5 ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

26.1

28.6

72.6

70.3

1.3

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

はい いいえ 無回答

23.0

26.0

75.2

72.4

1.8

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

はい いいえ 無回答

90.3

90.6

8.6

8.1

1.1

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査（n=2,038）

前回調査（n=2,005）

はい いいえ 無回答
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問６ 噛み合わせは良いですか（１つのみ） 

噛み合わせについては、「はい（噛み合わせはよい）」が 76.1％、「いいえ（噛み合わせは

よくない）」が 22.6％となっています。 

前回調査と比べると、「いいえ（噛み合わせはよくない）」が 1.9ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問７ 歯の数と入れ歯の利用状況を教えてください（１つのみ） 

（成人の歯の総本数は、親知らずを含めて 32本です） 

歯の数と入れ歯の利用状況では、「自分の歯は 20本以上、かつ入れ歯の利用なし」が 36.6％

と最も多く、次いで「自分の歯は 19本以下、かつ入れ歯を利用」が 31.7％、「自分の歯は 19

本以下、入れ歯の利用なし」が 13.3％となっています。 

前回調査と比べると、『入れ歯の利用なし』が合計 3.1ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問７－１ 毎日入れ歯の手入れをしていますか（１つのみ） 

入れ歯の手入れについては、「はい」が 90.0％、「いいえ」が 5.7％となっています。 

前回調査と比べると、「はい」が 0.7 ポイント増加し、「いいえ」が 1.1ポイント減少して

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

76.8

76.1

20.7

22.6

2.5

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

はい いいえ 無回答

13.3

11.9

35.4

36.6

34.1

31.7

11.4

13.3

5.8

6.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

自分の歯は20本以上、かつ入れ歯を利用 自分の歯は20本以上、入れ歯の利用なし

自分の歯は19本以下、かつ入れ歯を利用 自分の歯は19本以下、入れ歯の利用なし

無回答

89.3

90.0

6.8

5.7

3.9

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=950）

今回調査（n=889）

はい いいえ 無回答
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問８ ６か月間で２～３㎏以上の体重減少がありましたか（１つのみ） 

６か月間の体重減少については、「はい」が 9.6％、「いいえ」が 85.4％となっています。 

前回調査と比べると、「はい」「いいえ」とも減少し、「無回答」の割合が増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問９ どなたかと食事をともにする機会はありますか（１つのみ） 

どなたかとの食事の機会については、「毎日ある」が 52.6％と最も多く、次いで「月に何

度かある」が 15.8％、「年に何度かある」が 11.1％、「ほとんどない」が 8.7％となっていま

す。 

前回調査と比べると、「ほとんどない」が 2.1ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  

9.9

9.6

85.9

85.4

4.2

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

はい いいえ 無回答

51.8

52.6

8.2

7.9

19.1

15.8

11.5

11.1

6.6

8.7

2.8

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある 年に何度かある ほとんどない 無回答
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設問４ 毎日の生活について 

問１ 物忘れが多いと感じますか（１つのみ） 

物忘れが多いと感じるかでは、「はい」が 42.3％、「いいえ」が 55.2％となっています。 

前回調査と比べると、「はい」が 1.1ポイント減少し、「いいえ」が 0.7ポイント増加して

います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２ 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか（１つのみ） 

自分で電話番号を調べて、電話をかけることについては、「はい（できる）」が 88.7％、「い

いえ（できない）」が 10.0％となっています。 

前回調査と比べると、「はい（できる）」が 1.9ポイント増加し、「いいえ（できない）」が

2.2 ポイント減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問３ 今日が何月何日かわからないときがありますか（１つのみ） 

今日の日付がわかるか、わからないかについては、「はい（わからないときがある）」が

22.9％、「いいえ（わかる）」が 75.2％となっています。 

前回調査と比べると、「はい（わからないときがある）」が 1.8 ポイント減少し、「いいえ

（わかる）」が 1.3 ポイント増加しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

43.4

42.3

54.5

55.2

2.1

2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

はい いいえ 無回答

86.8

88.7

12.2

10.0

1.0

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

はい いいえ 無回答

24.7

22.9

73.9

75.2

1.4

1.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

はい いいえ 無回答
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問４ バスや電車を使って１人で外出していますか（自家用車でも可）（１つのみ） 

バスや電車を使って１人で外出できるかについては、「できるし、している」が 76.3％、

「できるけどしていない」が 14.9％、「できない」が 6.7％となっています。 

前回調査と比べると、「できない」は 0.6 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

問５ 自分で食品・日用品の買い物をしていますか（１つのみ） 

自分で食品・日用品の買い物ができるかについては、「できるし、している」が 83.8％、

「できるけどしていない」が 11.8％、「できない」が 3.3％となっています。 

前回調査と比べると、「できない」は 0.5ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 自分で食事の用意をしていますか（１つのみ） 

自分で食事の用意をしているかについては、「できるし、している」が 69.0％、「できるけ

どしていない」が 23.5％、「できない」が 5.5％となっています。 

前回調査と比べると、「できない」は 0.7 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

76.9

76.3

13.9

14.9

7.3

6.7

1.9

2.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

80.9

83.8

14.1

11.8

3.8

3.3

1.1

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

68.5

69.0

24.1

23.5

6.2

5.5

1.1

2.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

できるし、している できるけどしていない できない 無回答
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問７ 自分で請求書の支払いをしていますか（１つのみ） 

自分で請求書の支払をしているかについては、「できるし、している」が 82.3％、「できる

けどしていない」が 12.5％、「できない」が 3.0％となっています。 

前回調査と比べると、「できない」は 0.3 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

問８ 自分で預貯金の出し入れをしていますか（１つのみ） 

自分で預貯金の出し入れができるかについては、「できるし、している」が 81.3％、「でき

るけどしていない」が 13.1％、「できない」が 3.8％となっています。 

前回調査と比べると、「できない」は 0.1ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 年金などの書類（役所や病院などに出す書類）が書けますか（１つのみ） 

自分で年金などの書類（役所や病院などに出す書類）が書けるかについては、「はい（書け

る）」が 91.4％、「いいえ（書けない）」が 6.8％となっています。 

前回調査と比べると、「はい（書ける）」が 0.1ポイント増加し、「いいえ（書けない）」が

0.6ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

82.8

82.3

12.5

12.5

3.3

3.0

1.4

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

81.8

81.3

13.7

13.1

3.7

3.8

0.8

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

できるし、している できるけどしていない できない 無回答

91.3

91.4

7.4

6.8

1.3

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

はい いいえ 無回答
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問 10 新聞を読んでいますか（１つのみ） 

新聞を読んでいるかについては、「はい」が 84.2％、「いいえ」が 14.0％となっています。 

前回調査と比べると、「はい」が 4.1 ポイント減少し、「いいえ」が 3.2ポイント増加して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 本や雑誌を読んでいますか（１つのみ） 

本や雑誌を読んでいるかについては、「はい」が 72.5％、「いいえ」が 25.7％となってい

ます。 

前回調査と比べると、「はい」が 1.4 ポイント減少し、「いいえ」が 0.8ポイント増加して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 健康についての記事や番組に関心がありますか（１つのみ） 

健康についての記事や番組に関心があるかについては、「はい（ある）」が 90.6％、「いい

え（ない）」が 7.9％となっています。 

前回調査と比べると、「はい（ある）」が 0.4 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 

 

  

88.3

84.2

10.8

14.0

0.9

1.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

はい いいえ 無回答 ？

73.9

72.5

24.9

25.7

1.2

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

はい いいえ 無回答

91.0

90.6

7.9

7.9

0.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

はい いいえ 無回答
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問 13 友人の家を訪ねていますか（１つのみ） 

友人の家を訪ねているかについては、「はい（訪ねている）」が 52.4％、「いいえ（訪ねて

いない）」が 45.6％となっています。 

前回調査と比べると、「はい（訪ねている）」が 7.0 ポイント減少し、「いいえ（訪ねてい

ない）」が 6.7ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 14 家族や友人の相談にのっていますか（１つのみ） 

家族や友人の相談にのっているかについては、「はい（相談にのっている）」が 74.1％、「い

いえ（相談にのっていない）」が 23.6％となっています。 

前回調査と比べると、「はい（相談にのっている）」が 0.5 ポイント減少し、「いいえ（相

談にのっていない）」が 0.5ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

問 15 病人を見舞うことができますか（１つのみ） 

病人を見舞うことができるかについては、「はい（できる）」が 84.2％、「いいえ（できな

い）」が 13.3％となっています。 

前回調査と比べると、「はい（できる）」が 5.0ポイント減少し、「いいえ（できない）」が

4.3 ポイント増加しています。 

 

 

  

59.4

52.4

38.9

45.6

1.8

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

はい いいえ 無回答

74.6

74.1

23.1

23.6

2.3

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

はい いいえ 無回答

89.2

84.2

9.0

13.3

1.8

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

はい いいえ 無回答
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問 16 若い人に自分から話しかけることがありますか（１つのみ） 

若い人に自分から話しかけられるかについては、「はい」が 77.4％、「いいえ」が 20.6％

となっています。 

前回調査と比べると、「いいえ」が 3.0ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 17 趣味はありますか（１つのみ） 

趣味の有無では、「趣味あり」が 75.2％、「思いつかない」が 21.4％となっており、趣味

の内容では、園芸・ガーデニング等、ゴルフなどが上位を占めています。 

前回調査と比べると、「趣味あり」が 4.0ポイント増加し、「思いつかない」が 1.0ポイン

ト減少しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

また、趣味の記載内容で多かったものは、以下のものです。 
 

回答（上位 10 件） ※【 】内は票数 

１ 園芸、ガーデニング等  【320】 ６ 旅行、温泉         【55】 

２ ゴルフ         【210】 ７ 歌（ｺｰﾗｽ、ｶﾗｵｹ含む）    【53】 

３ 手芸（編み物等含む）  【139】 ８ 釣り            【51】 

３ 読書          【139】 ９ ドライブ、ツーリング    【39】 

５ ウォーキング、散歩   【 71】 10 楽器をする、バンド     【36】 

 
 
  

80.6

77.4

17.6

20.6

1.3

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

はい いいえ 無回答

71.2

75.2

22.4

21.4

6.4

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

趣味あり 思いつかない 無回答
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問 18 生きがいはありますか（１つのみ） 

生きがいの有無では、「生きがいあり」が 59.7％、「思いつかない」が 33.9％となってお

り、生きがいの内容では、孫や庭・ガーデニングなどが上位を占めています。 

前回調査と比べると、「生きがいあり」は同割合ですが、「思いつかない」は 3.1 ポイント

増加しています。 
 
 
 
 
 
 

 
 

また、生きがいの記載内容で多かったものは、以下のものです。 
 

回答（上位 10 件） ※【 】内は票数 

１ 孫と遊ぶ、孫の成長   【310】 ６ 趣味            【38】 

２ 庭、ガーデニング     【116】 ７ 健康            【32】 

３ 家族との団らん、子ども 【 66】 ８ ゴルフ           【29】 

４ 仕事          【 63】 ９ 友人            【24】 

５ 旅行・温泉       【 59】 10 長生き           【21】 

 
 

問 19 日常生活の中で困ったことがありますか（いくつでも） 

日常生活の中での困り事では、「特に困っていることはない」を除き、「庭の手入れ」や「日

常の力仕事（家具の移動など）」が多く挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.1

3.6

8.0

6.6

3.7

9.4

6.4

4.0

3.4

7.0

17.7

18.4

1.1

4.5

52.1

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

税金の支払いや公共機関の手続き

財産やお金の管理

近くに買い物をする場所がない

外出の際の移動手段

買い物に行くのが困難（行けない）

電化製品の扱い方

食事の準備

日々のゴミ出し

洗濯

掃除

日常の力仕事（家具の移動など）

庭の手入れ

ペットの世話

その他

特に困っていることはない

無回答 (n=2,038)

個人の財産に関わる困りごと 

外出を伴う困りごと 

家庭内での困りごと 

59.7

59.7

30.8

33.9

9.5

6.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

生きがいあり 思いつかない 無回答
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４．地域とのつながり等について 

設問５ 地域での活動について 

問１ 地域における会やグループにどのくらいの頻度で参加していますか 

地域における会やグループなどの参加頻度では、いずれも「参加していない」が半数以上

となっています。『参加している』（「週４回以上」～「月１～３回」の合計）割合では、《収

入のある仕事》22.7％、《趣味関係のグループ》22.1％、《スポーツ関係のグループやクラブ》

21.2％の割合が高くなっています。一方、《高齢者クラブ》、《介護予防のための通いの場》

《学習・教養サークル》、《町内会・自治会》への参加割合は低い状況となっています。 

 

＜地域における会やグループへの参加割合＞                 （単位：％） 

 週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 
参加して

いない 
無回答 

ボランティアのグループ 
0.6  2.5  2.7  6.0  

8.7  74.2  5.2  
11.8 

スポーツ関係のグループや

クラブ 

2.0  7.7  6.1  5.4  
4.0  70.2  4.6  

21.2 

趣味関係のグループ 
0.9  4.3  5.0  11.9  

7.3  65.7  5.0  
22.1 

学習・教養サークル 
0.0  0.9  1.5  3.6  

4.3  83.8  5.9  
6.0 

介護予防のための通いの場 
0.0  0.9  1.4  2.0  

1.7  88.5  5.6  
4.3 

高齢者クラブ 
0.1  1.0  0.8  1.4  

3.0  88.4  5.2  
3.3 

町内会・自治会 
0.1  0.7  1.0  4.2  

33.9  54.8  5.3  
6.0 

収入のある仕事 
11.3  7.8  1.2  2.4  

3.0  69.5  4.8  
22.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.7 

4.0 

7.3 

4.3 

1.7 

3.0 

33.9 

3.0 

74.2 

70.2 

65.7 

83.8 

88.5 

88.4 

54.8 

69.5 

5.2 

4.6 

5.0 

5.9 

5.6 

5.2 

5.3 

4.8 

11.8 

21.2 

22.1 

6.0 

4.3 

3.3 

6.0 

22.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ボランティアのグループ

スポーツ関係のグループや

クラブ

趣味関係のグループ

学習・教養サークル

介護予防のための通いの場

高齢者クラブ

町内会・自治会

収入のある仕事

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加していない 無回答

(n=2,038)
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問２ 地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味などのグループ活動を行って、いき

いきした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加してみ

たいと思いますか（１つのみ） 

地域住民の有志による地域づくりへの参加者としての参加希望では、「参加してもよい」が

46.3％と最も多く、次いで「参加したくない」が 37.3％となっています。 

前回調査と比べると、「参加したくない」が 3.1ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味などのグループ活動を行って、いき

いきした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世話役）と

して参加してみたいと思いますか（１つのみ） 

地域住民の有志による地域づくりへの企画・運営（お世話役）としての参加希望では、「参

加したくない」が 59.6％と最も多く、次いで「参加してもよい」が 28.4％となっています。 

前回調査と比べると、「参加したくない」が 1.9ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 
  

7.1 

7.4 

46.7 

46.3 

34.2 

37.3 

6.2 

4.3 

5.8 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答

2.1 

3.0 

28.0 

28.4 

57.7 

59.6 

4.4 

3.4 

7.7 

5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答
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設問６ たすけあいについて 

問１ あなたの心配事や愚痴（ぐち）を聞いてくれる人（いくつでも） 
 

問２ 反対に、あなたが心配事や愚痴（ぐち）を聞いてあげる人（いくつでも） 

心配事や愚痴を聞いてくれる人では、「配偶者」が 59.2％と最も多く、次いで「友人」が

37.8％となっています。また、心配事や愚痴を聞いてあげる人でも、「配偶者」や「友人」の

割合が高くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

59.2

18.2

34.7

32.8

11.0

37.8

1.3

4.4

2.7

55.0

16.9

31.6

33.5

13.6

40.3

1.3

6.2

3.5

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答
問１ 愚痴を聞いてくれる人(n=2,038)

問２ 愚痴を聞いてあげる人(n=2,038)
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問３ あなたが病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人（いくつでも） 
 

問４ 反対に、看病や世話をしてあげる人（いくつでも） 

病気で数日間寝込んだときに、看病や世話をしてくれる人では、「配偶者」が 66.2％と最

も多く、次いで「別居の子ども」が 35.3％となっています。また、病気で数日間寝込んだと

きに、看病や世話をしてあげる人でも、「配偶者」や「別居の子ども」の割合が高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 家族や友人・知人以外で、何かあったときに相談する相手を教えてください 

（いくつでも） 

家族や友人・知人以外で、何かあったときに相談する相手では、「そのような人はいない」

が 44.1％と多く、次いで「医師・歯科医師・看護師」が 23.3％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

6.8

10.4

6.1

23.3

13.7

4.7

44.1

8.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自治会・町内会・高齢者クラブ

社会福祉協議会・民生委員

ケアマネジャー

医師・歯科医師・看護師

地域包括支援センター・市役所

その他

そのような人はいない

無回答 (n=2,038)

66.2

26.5

35.3

15.7

2.6

3.9

0.5

4.9

2.1

66.9

21.8

26.5

23.1

3.2

5.7

0.6

12.3

4.4

0% 20% 40% 60% 80%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

無回答

問３ 世話をしてくれる人(n=2,038)

問４ 世話をしてあげる人(n=2,038)
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問６ 友人・知人と会う頻度はどれくらいですか（１つのみ） 

友人・知人と会う頻度については、「月に何度かある」が 31.4％と最も多く、次いで「週

に何度かある」が 24.0％となっています。一方、「ほとんどない」は 15.2％となっています。 

前回調査と比べると、「ほとんどない」が 4.0ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問７ この１か月間、何人の友人・知人と会いましたか 

同じ人には何度会っても１人と数えることとします（１つのみ） 

１か月の間に友人・知人と会った人数については、「３～５人」が 26.5％と最も多く、次

いで「１～２人」が 25.5％となっています。 

前回調査と比べると、「０人（いない）」が 2.6ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問８ よく会う友人・知人はどんな関係の人ですか（いくつでも） 

よく会う友人・知人との関係性では、「近所・同じ地域の人」が 49.5％と最も多く、次い

で「趣味や関心が同じ友人」が 32.8％、「仕事での同僚・元同僚」が 29.8％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

49.5

9.4

13.6

29.8

32.8

7.7

4.4

8.7

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

近所・同じ地域の人

幼なじみ

学生時代の友人

仕事での同僚・元同僚

趣味や関心が同じ友人

ボランティアなどの活動での友人

その他

いない

無回答 (n=2,038)

6.4

5.5

29.5

24.0

32.3

31.4

17.5

19.9

11.2

15.2

3.1

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

毎日ある 週に何度かある 月に何度かある 年に何度かある ほとんどない 無回答

9.1

11.7

20.9

25.5

26.6

26.5

11.2

10.8

28.7

21.3

3.5

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

０人（いない） １～２人 ３～５人 ６～９人 10人以上 無回答
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５．健康等について 

設問７ 健康について 

問１ 現在のあなたの健康状態はいかがですか（１つのみ） 

現在の健康状態では、「まあよい」が 69.2％と最も多く、「とてもよい」の 10.8％と合わ

せた『よい』は 80.0％となっています。 

前回調査と比べると、『よい』の割合は８割と変化がありませんが、「あまりよくない」と

「よくない」を合わせた『よくない』は、17.5％から 16.4％と 1.1 ポイント減少していま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２ あなたは、現在どの程度幸せですか（１つのみ） 

（「とても不幸」を 0 点、「とても幸せ」を 10 点として、点数に〇をつけてください） 

現在の幸福度では、「８点」が 22.7％と最も多く、次いで「５点」が 20.4％、「７点」が

16.8％となっています。 

前回調査と比べると、「３点」から「８点」までの割合は増加していますが、「９点」、「10

点」の割合が減少しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

0.5

0.3

1.0

2.6

2.7

20.1

8.8

15.1

21.9

9.1

14.9

2.9

0.4

0.4

0.2

2.7

2.9

20.4

8.9

16.8

22.7

6.6

13.3

4.7

0% 5% 10% 15% 20% 25%

０点

１点

２点

３点

４点

５点

６点

７点

８点

９点

10点

無回答

前回調査(n=2,005)

今回調査(n=2,038)

とても不幸 

とても幸せ 

11.3

10.8

68.9

69.2

14.9

14.3

2.6

2.1

2.3

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

とてもよい まあよい あまりよくない よくない 無回答
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問３ この１か月間、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりすることがありました

か（１つのみ） 

この１か月の間に、気分が沈んだり、ゆううつな気持ちになったりするかでは、「はい（気

分が沈むことがある）」が 35.5％、「いいえ（気分が沈むことはない）」が 60.3％となってい

ます。 

 

 
 
 
 

問４ この１か月間、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽しめない

感じがよくありましたか（１つのみ） 

この１か月の間に、どうしても物事に対して興味がわかない、あるいは心から楽しめない

感じでは、「はい（心から楽しめない）」が 22.9％、「いいえ（心から楽しめる）」が 72.3％と

なっています。 
 
 
 
 
 
 
 

問５ お酒は飲みますか（１つのみ） 

飲酒の習慣では、「もともと飲まない」が 34.4％と最も多く、次いで「ほとんど飲まない」

が 25.9％、「ほぼ毎日飲む」が 21.3％となっており、「ほぼ毎日飲む」と「時々飲む」を合わ

せた『飲酒習慣がある』の割合は 36.9％となっています。 

男女別では、『飲酒習慣がある』割合は男性が 56.8％に対し、女性は 18.7％で男性のほぼ

１/３となっています。 

また、年齢別では、『飲酒習慣がある』の割合をみると、《65～74歳》で 41.9％、《75～84

歳》で 35.8％、《85歳以上》で 20.7％と年齢が上がるほど少なくなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

21.3

37.6

6.6

25.5

19.4

10.7

15.6

19.2

12.1

16.4

16.4

10.0

25.9

23.8

28.0

24.3

26.4

30.3

34.4

16.6

51.1

31.5

35.1

43.9

2.8

2.8

2.2

2.2

2.7

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=2,038)

男性(n=917)

女性(n=1,032)

65～74歳(n=1,028)

75～84歳(n=738)

85歳以上(n=271)

ほぼ毎日飲む 時々飲む ほとんど飲まない もともと飲まない 無回答

22.9 72.3 4.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=2,038)

はい いいえ 無回答

35.5 60.3 4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(n=2,038)

はい いいえ 無回答
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問６ タバコは吸っていますか（１つのみ） 

喫煙の習慣では、「もともと吸っていない」が 57.9％と最も多く、次いで「吸っていたが

やめた」が 31.0％となっており、「ほぼ毎日吸っている」と「時々吸っている」を合わせた

『喫煙習慣がある』割合は 8.1％となっています。 

男女別では、男性は「吸っていたがやめた」が 58.9％で、『喫煙習慣がある』は 13.7％で

あるのに対し、女性は「もともと吸っていない」が 87.9％、「吸っていたがやめた」が 6.8％

とほとんどが『喫煙習慣がない』となっています。 

年齢別で『喫煙習慣がある』の割合をみると、《65～74 歳》で 11.0％、《75～84 歳》で 5.7％、

《85歳以上》で 3.3％と年齢が上がるほど喫煙習慣は少なくなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問７ 現在治療中、または後遺症のある病気はありますか（いくつでも） 

治療中または後遺症のある病気の状況では、「高血圧」が 48.7％と最も多く、次いで「目

の病気」が 20.5％、「脂質異常症（高脂血症）」が 14.4％、「糖尿病」が 14.2％となっていま

す。一方、「ない」と回答した割合は 13.2％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

48.7

3.2

9.3

14.2

14.4

5.2

6.3

7.1

10.2

2.4

4.3

1.8

0.8

0.4

0.2

20.5

5.9

9.5

13.2

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

高血圧

脳卒中(脳出血・脳梗塞など)

心臓病

糖尿病

脂質異常症(高脂血症)

呼吸器の病気(肺炎や気管支炎など)

胃腸・肝臓・胆のうの病気

腎臓・前立腺の病気

筋骨格の病気(骨粗しょう症、関節症など)

外傷(転倒・骨折など)

がん(悪性新生物)

血液・免疫の病気

うつ病

認知症(アルツハイマー病など)

パーキンソン病

目の病気

耳の病気

その他

ない

無回答 (n=2,038)

7.2

12.4

2.2

10.1

4.5

3.3

0.9

1.3

0.6

0.9

1.2

0.0

31.0

58.8

6.8

30.9

32.2

27.7

57.9

24.5

87.9

55.8

58.8

63.5

3.1

2.9

2.5

2.2

3.3

5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=2,038)

男性(n=917)

女性(n=1,032)

65～74歳(n=1,028)

75～84歳(n=738)

85歳以上(n=271)

ほぼ毎日吸っている 時々吸っている 吸っていたがやめた もともと吸っていない 無回答
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設問８ 介護予防、将来のことについて 

問１ 寝たきりや認知症など、介護を必要とする状態にならないよう、介護予防に取り組ん

でいますか（いくつでも） 

介護予防の取り組み状況では、「取り組んでいる」が 45.2％と最も多く、次いで「きっか

けがあれば取り組みたい」が 21.2％となっています。一方、「興味があるが、具体的な取り

組み方がわからない」が 18.4％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２ 介護予防として、どのようなことに取り組んでいますか（いくつでも） 

介護予防として取り組んでいる内容では、「生活習慣病（高血圧、糖尿病、脂質異常症な

ど）で、医療機関を定期的に受診している」が 55.1％と最も多く、次いで「ウォーキングや

体操など、定期的に体を動かしている」が 51.7％、「食事の回数や量、栄養バランスに気を

つけている」が 46.3％、「年に１回、健診を受けている」が 46.0％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

45.2

11.1

7.1

21.2

18.4

1.9

4.7

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

取り組んでいる

体力が落ちてきたら取り組みたい

もう少し歳をとってから取り組みたい

きっかけがあれば取り組みたい

興味があるが、具体的な取り組み方がわからない

その他

興味・関心がない

無回答 (n=2,038)

51.7

25.3

46.3

29.6

30.2

46.0

55.1

3.3

4.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

ウォーキングや体操など、定期的に体を動かしている

時間がある時にストレッチなどをしている

食事の回数や量、栄養バランスに気をつけている

口の中の健康を保つように心がけている

人と話すようにしている

年に１回、健診を受けている

生活習慣病（高血圧、糖尿病、脂質異常症など）で、

医療機関を定期的に受診している

その他

無回答 (n=2,038)
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問３ 介護予防や健康づくりに取り組むとしたら、どのようなことに興味がありますか。 

また、すでに取り組んでいる方については、今後取り組みたい事項を教えください。 

（いくつでも） 

介護予防や健康づくりで興味のある取組では、「自宅で手軽にできる運動や健康づくり」

が 67.4％と最も多く、次いで「転倒予防のための運動」が 23.4％、「バランスのよい食事を

とるための栄養に関する講座への参加」が 15.0％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問４ あなたが、もし介護が必要な状態となった場合、どこで生活したいと思いますか 

（１つのみ） 

介護が必要になった場合の生活場所では、「介護サービスを利用して、自宅で生活したい」

が 61.0％と最も多く、次いで「特別養護老人ホームやグループホームなどの介護施設で生活

したい」が 15.2％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

61.0

5.0

15.2

1.2

14.8

3.9

0% 20% 40% 60% 80%

介護サービスを利用して、自宅で生活したい

医療機関（病院や診療所）で生活したい

特別養護老人ホームやグループホームなどの介護施設で生活したい

その他

わからない

無回答 (n=2,038)

67.4

11.1

23.4

12.3

15.0

7.4

11.4

9.5

2.7

2.3

13.8

5.1

0% 20% 40% 60% 80%

自宅で手軽にできる運動や健康づくり

地域の体操グループへの参加

転倒予防のための運動

トレーニングマシンを使った運動

バランスのよい食事をとるための栄養に関する講座への参加

自分で食事を続けられるよう、口や歯の手入れに関する講座や教室への参加

認知症をテーマにした講演会への参加

介護予防をテーマにした講演会への参加

支援を必要としている方や介護施設などへのボランティア活動

その他

特に取り組んでみたいものはない

無回答 (n=2,038)
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問５ あなたが、人生の最期を迎えるとき、どこで迎えたいですか（１つのみ） 

人生の最期を迎えたい場所では、「自宅」が 56.6％と最も多く、「医療施設（病院やホスピ

スなど）」や「介護施設（老人ホームなど）」は、低い割合となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

56.6

5.3

16.3

1.1

17.4

4.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅

介護施設（老人ホームなど）

医療施設（病院やホスピスなど）

その他

わからない

無回答 (n=2,038)
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６．認知症対策について 

設問９ 認知症にかかる相談窓口の把握について 

問１ 認知症の症状がある、または家族に認知症の症状がある人がいますか（１つのみ） 

本人または家族に認知症の症状がある人の有無では、「はい（いる）」が 7.8％、「いいえ（い

ない）」が 88.1％となっています。 

前回調査と比べると、「はい（いる）」が 0.6 ポイント増加し、「いいえ（いない）」が 1.6

ポイント減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２ 認知症に関する相談窓口を知っていますか（１つのみ） 

認知症に関する相談窓口の認知度では、「はい（知っている）」が 26.9％、「いいえ（知ら

ない）」が 68.7％となっています。 

前回調査と比べると、「はい（知っている）」の割合は 4.0ポイントの増加し、「いいえ（知

らない）」が 2.9ポイント減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問３ 那珂市では、認知症に関する理解と見守りのため、「認知症サポーター」の養成を行っ

ています。このことを知っていますか（１つのみ） 

「認知症サポーターの養成」では、「知っている」が 16.7％、「知らない」が 79.7％とな

っています。 
 
 
 
 
 
 
  

7.2

7.8

89.7

88.1

3.0

4.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

はい いいえ 無回答

22.9

26.9

71.6

68.7

5.5

4.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=2,005）

今回調査（n=2,038）

はい いいえ 無回答

16.7 79.7 3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（n=2,038）

知っている 知らない 無回答
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問４ 那珂市では、認知症の人や家族に対する取組として、チームオレンジの設立を目指し

ています。チームオレンジに参加してみたいと思いますか（１つのみ） 

チームオレンジの参加希望では、「参加してみたい」が 20.7％、「参加してみたいとは思わ

ない」が 68.9％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問５ 認知症についてどのようなことに関心がありますか（いくつでも） 

認知症に対する関心事では、「認知症の予防について」が 64.0％と最も多く、次いで「日

常生活上の注意点について」が 44.4％、「認知症の症状について」が 37.2％、「認知症高齢

者が利用切るサービスについて」が 32.8％、「認知症の介護の仕方ついて」が 27.4％などと

なっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

37.2

64.0

27.4

44.4

6.1

21.4

32.8

8.4

1.2

11.2

3.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

認知症の症状について

認知症の予防について

認知症の介護の仕方について

日常生活上の注意点について

若年性認知症について

認知症に関する相談窓口

認知症高齢者が利用できるサービスについて

認知症の人や家族を支える集いの場について

その他

特に関心はない

無回答 (n=2,038)

20.7 68.9 10.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

（n=2,038）

参加してみたい 参加してみたいとは思わない 無回答
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７．リスク判定について 

基本チェックリストを用いた生活機能評価 

基本チェックリストとは、介護保険法施行規則第 140条の 62の 4第 2号の規定に基づき、

厚生労働大臣が定める基準であり、65歳以上の方を対象に、要介護状態の原因となる生活機

能の低下を簡易な質問票を基にチェックするものです。基本チェックリストに定められてい

る 25項目のうち、本調査では 20項目について調査を実施しています。 

なお、回答欄の「はい」及び「いいえ」の頭に記載された「0」及び「1」は、次ページ以

下で行う評価の点数を示しています。 

■ 基本チェックリストの項目 

No. 質問事項 回答 対応設問 

1 バスや電車を使って１人で外出していますか 0.はい 1.いいえ 設問４問４ 

2 日用品の買い物をしていますか 0.はい 1.いいえ 設問４問５ 

3 預貯金の出し入れをしていますか 0.はい 1.いいえ 設問４問８ 

4 友人の家を訪ねていますか 0.はい 1.いいえ 設問４問 13 

5 家族や友人の相談にのっていますか 0.はい 1.いいえ 設問４問 14 

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 0.はい 1.いいえ 設問２問１ 

7 
椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっ

ていますか 

0.はい 1.いいえ 設問２問２ 

8 １５分位続けて歩いていますか 0.はい 1.いいえ 設問２問３ 

9 この１年間に転んだことがありますか 1.はい 0.いいえ 設問２問４ 

10 転倒に対する不安は大きいですか 1.はい 0.いいえ 設問２問５ 

11 ６ヶ月間で２～３kg 以上の体重減少がありましたか 1.はい 0.いいえ 設問３問８ 

12 
身長(cm) 体重(kg)⇒BMI：18.5 未満の場合該当 

  BMI = 体重 kg ÷（身長 m × 身長 m） 

1.はい 0.いいえ 設問３問１ 

13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 1.はい 0.いいえ 設問３問２ 

14 お茶や汁物等でむせることがありますか 1.はい 0.いいえ 設問３問３ 

15 口の渇きが気になりますか 1.はい 0.いいえ 設問３問４ 

16 週に１回以上は外出していますか 0.はい 1.いいえ 設問２問６ 

17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 1.はい 0.いいえ 設問２問７ 

18 
周り人からいつも同じ事聞くなどの物忘れがあると

言われますか 

1.はい 0.いいえ 設問４問１ 

19 
自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしてい

ますか 

0.はい 1.いいえ 設問４問２ 

20 今日が何月何日か分からない時がありますか 1.はい 0.いいえ 設問４問３ 

21 (ここ２週間)毎日の生活に充実感がない 1.はい 0.いいえ － 

22 
(ここ２週間)これまで楽しんでやれていたことが楽

しめなくなった 

1.はい 0.いいえ － 

23 
(ここ２週間)以前は楽にできていたことがおっくう

に感じられる 

1.はい 0.いいえ － 

24 (ここ２週間)自分が役に立つ人間だと思えない 1.はい 0.いいえ － 

25 (ここ２週間)わけもなく疲れたような感じがする 1.はい 0.いいえ － 
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ア 運動器機能の低下（No.6～10の回答による合計点数が３点以上） 

運動器機能の低下リスクのある割合は、市全体で 12.8％となっています。 

年齢別では、男女とも年齢が高くなるほど「リスクあり」の割合が高くなっており、《男性

-85歳以上》では 27.5％、《女性-85 歳以上》では 45.3％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ 低栄養の傾向（No.11～12の回答による合計点数が２点以上） 

低栄養の傾向がみられる割合は、市全体で 0.8％と低い割合となっており、性別・年齢別

でみても、リスク該当者の割合は低くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

12.8

4.1

10.7

27.5

6.9

16.8

45.3

84.7

93.5

87.5

69.2

91.1

80.0

52.0

2.5

2.4

1.8

3.3

2.0

3.2

2.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=2,038)

男性-65～74歳(n=490)

男性-75～84歳(n=335)

男性-85歳以上(n=91)

女性-65～74歳(n=504)

女性-75～84歳(n=380)

女性-85歳以上(n=148)

リスクあり リスクなし 無回答

0.8

0.6

1.2

0.0

0.6

1.1

0.7

92.6

96.9

92.2

94.5

93.7

89.2

85.8

6.6

2.4

6.6

5.5

5.8

9.7

13.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=2,038)

男性-65～74歳(n=490)

男性-75～84歳(n=335)

男性-85歳以上(n=91)

女性-65～74歳(n=504)

女性-75～84歳(n=380)

女性-85歳以上(n=148)

リスクあり リスクなし 無回答
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ウ 口腔機能の低下（No.13～15の回答による合計点数が２点以上） 

口腔機能の低下リスクのある割合は、市全体で 24.4％となっています。 

年齢別でみると、男女とも年齢が高くなるほど「リスクあり」の割合が高くなっており、

特に《男性-85歳以上》では 37.4％、《女性-85歳以上》では 31.1％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ 閉じこもり（No.16の回答による点数が１点） 

閉じこもりの傾向がある（リスクがある）割合は、市全体で 21.2％となっています。 

年齢別・男女別でみると、男女とも年齢が高くなるほど「リスクあり」の割合が高くなっ

ており、《男性-85歳以上》は《男性-65～74歳》の約２倍、《女性-85歳以上》は《女性-65

～74歳》の約 4.4 倍となっています。また、《男性-85歳以上》と《女性-85歳以上》では、

女性の割合が男性の割合の約 2倍となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

24.4

21.2

30.1

37.4

18.8

25.5

31.1

74.6

78.2

69.0

62.6

80.2

72.9

67.6

1.0

0.6

0.9

0.0

1.0

1.6

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=2,038)

男性-65～74歳(n=490)

男性-75～84歳(n=335)

男性-85歳以上(n=91)

女性-65～74歳(n=504)

女性-75～84歳(n=380)

女性-85歳以上(n=148)

リスクあり リスクなし 無回答

21.2

13.9

17.3

29.7

14.1

24.7

62.2

76.9

82.9

80.3

69.2

85.1

74.2

36.5

1.9

3.3

2.4

1.1

0.8

1.1

1.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=2,038)

男性-65～74歳(n=490)

男性-75～84歳(n=335)

男性-85歳以上(n=91)

女性-65～74歳(n=504)

女性-75～84歳(n=380)

女性-85歳以上(n=148)

リスクあり リスクなし 無回答



39 

オ 認知機能の低下（No.18の回答による点数が 1点以上） 

認知機能の低下リスクのある割合は、市全体で 53.7％となっています。 

年齢別でみると、男女とも年齢が高くなるほど「リスクあり」の割合が高くなっており、

《男性-85歳以上》では 68.1％、《女性-85歳以上》では 69.6％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

カ 総合判定：生活機能の低下（No.１～20 の回答による合計点数が 10点以上） 

生活機能の低下状況にある割合は、市全体で 5.0％となっています。 

年齢別でみると、男女とも年齢が高くなるほど「リスクあり」の割合が高くなっており、

《男性-85歳以上》では 13.2％、《女性-85歳以上》では 23.0％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

53.7

49.2

54.3

68.1

49.2

55.3

69.6

45.2

50.2

44.5

31.9

49.6

43.2

29.7

1.1

0.6

1.2

0.0

1.2

1.6

0.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=2,038)

男性-65～74歳(n=490)

男性-75～84歳(n=335)

男性-85歳以上(n=91)

女性-65～74歳(n=504)

女性-75～84歳(n=380)

女性-85歳以上(n=148)

リスクあり リスクなし 無回答

5.0

1.6

4.5

13.2

1.8

5.3

23.0

82.8

90.2

83.9

72.5

87.9

80.0

55.4

12.2

8.2

11.6

14.3

10.3

14.7

21.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=2,038)

男性-65～74歳(n=490)

男性-75～84歳(n=335)

男性-85歳以上(n=91)

女性-65～74歳(n=504)

女性-75～84歳(n=380)

女性-85歳以上(n=148)

リスクあり リスクなし 無回答
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その他のリスク判定 

キ うつ傾向（設問７の問３、問４の回答でともに「はい」と回答） 

設問７の問３（気分が沈む）及び設問７の問４（物事に興味がわかない）の回答状況から、

うつの傾向を判定しています。うつの傾向がみられる割合は、市域全体で 38.4％となってい

ます。 

性別でみると、男性よりも女性においてうつ傾向のリスクが高く、年齢別では、男性は《男

性-75～84歳》が 37.9％と《男性-85歳以上》の 31.9％より高く、女性は《女性-85歳以上》

が 44.6％と最も高くなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

38.4

36.3

37.9

31.9

40.5

40.3

44.6

55.9

59.8

58.8

59.3

56.9

51.3

45.9

5.7

3.9

3.3

8.8

2.6

8.4

9.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=2,038)

男性-65～74歳(n=490)

男性-75～84歳(n=335)

男性-85歳以上(n=91)

女性-65～74歳(n=504)

女性-75～84歳(n=380)

女性-85歳以上(n=148)

リスクあり リスクなし 無回答
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ク ＩＡＤＬ（手段的日常生活動作）の低下 

ＩＡＤＬ（手段的日常生活動作：活動的な日常生活をおくるための動作能力）の低下が先

に起こってから、ＡＤＬ（日常生活動作）の低下が起こるといわれています。介護予防にお

いては、まずＩＡＤＬが低下しないように維持することが重要となります。 

本報告書では、設問４問４から問８の５つの質問（移動・買い物・食事の準備・金銭管理

等）で、「できるし、している」または「できるけどしていない」と回答された場合に１点を

与えて５点満点で算出し、４点以下をＩＡＤＬに関するリスク該当者として判定しています。 

リスク該当者の割合は、市全体では 11.7％となっています。 

年代別でみると男女とも年齢が高くなるにつれリスク該当者の割合が高くなり、《男性-85

歳以上》で 23.1％、《女性-85歳以上》で 38.5％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11.7

9.8

14.9

23.1

3.4

10.0

38.5

84.2

87.6

80.9

70.3

93.7

83.4

56.8

4.1

2.7

4.2

6.6

3.0

6.6

4.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=2,038)

男性-65～74歳(n=490)

男性-75～84歳(n=335)

男性-85歳以上(n=91)

女性-65～74歳(n=504)

女性-75～84歳(n=380)

女性-85歳以上(n=148)

リスクあり リスクなし 無回答



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 在宅介護実態調査 
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１．回答者の基本属性 

問 この調査票を記入していただいている方はどなたですか（複数選択可） 

記入していただいた方は、「主な介護者となっている家族・親族」が 67.7％と最も多く、

次いで「調査対象者本人」が 26.2％、「主な介護者以外の家族・親族」が 4.1％となってい

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□ 回答者の属性 

在宅介護実態調査の回答者の属性は、性別では「男性」が 35.4％、「女性」が 64.6％と男

性より女性が多く、年齢別では、「85 歳～89 歳」が 23.2％と最も多く、次いで「90 歳～94

歳」が 21.5％、「80 歳～84歳」が 20.8％となっています。また、要介護度別では、「要介護

１」が 37.9％と最も多く、次いで「要介護２」が 32.9％となっています。 

圏域別では「東部圏域」が 36.6％、「西部圏域」が 31.1％、「北部圏域」が 32.3％となっ

ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

26.2

67.7

4.1

2.2

0.7

6.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

調査対象者本人

主な介護者となっている家族・親族

主な介護者以外の家族・親族

調査対象者のケアマネジャー

その他

無回答 (n=557)

男性

35.4%

女性

64.6%

(n=557)

3.4

8.6

12.0

20.8

23.2

21.5

8.8

1.6

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

65歳～69歳

70歳～74歳

75歳～79歳

80歳～84歳

85歳～89歳

90歳～94歳

95歳～99歳

100歳以上 (n=557)

要介護１

37.9%

要介護２

32.9%

要介護３

13.3%

要介護４

11.7%

要介護５

4.3%

(n=557)

東部圏域

36.6%

西部圏域

31.1%

北部圏域

32.3%

(n=557)
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２．在宅サービスと日常生活について 

Ａ票 調査対象者ご本人について、お伺いします 

Ａ票 問１ 世帯類型について、ご回答ください（１つを選択） 

世帯類型では、「単身世帯」が 25.5％、「夫婦のみ世帯」が 29.8％、「その他」が 42.4％と

なっています。 

前回調査と比べると「単身世帯」の割合が 2.8ポイント、「夫婦のみ世帯」の割合が 2.3 ポ

イント増えています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ票 問２ ご家族やご親族の方からの介護は、週にどのくらいありますか（同居していない

子どもや親族等からの介護を含む）（１つを選択） 

介護頻度は、「ほぼ毎日ある」が 54.8％と最も多く、次いで「ない」が 16.2％、「週に１～

２日ある」が 11.0％となっています。 

前回調査と比べると、「ほぼ毎日ある」の割合が 7.5ポイントの増加となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

6.5

12.7

9.0

47.3

18.8

5.7

5.7

11.0

7.0

54.8

16.2

5.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族・親族の介護はあるが、週に１日よりも少ない

週に１～２日ある

週に３～４日ある

ほぼ毎日ある

ない

無回答

前回調査（n=510） 今回調査（n=557）

22.7

25.5

27.5

29.8

45.3

42.4

4.5

2.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=510）

今回調査（n=557）

単身世帯 夫婦のみ世帯 その他 無回答
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Ａ票 問３ 主な介護者の方はどなたですか（１つを選択） 

主な介護者の続柄では、「子」が 46.2％と最も多く、次いで「配偶者」が 34.1％、「子の配

偶者」が 13.0％となっています。 

前回調査と比べると、「子」の割合が 2.4ポイントの減少、「子の配偶者」の割合が 2.8 ポ

イントの減少、「配偶者」の割合が 3.7ポイントの増加となっています 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ票 問４ 主な介護者の方の性別について、ご回答ください（１つを選択） 

主な介護者の性別は、「男性」35.9％、「女性」が 62.0％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ票 問５ 主な介護者の方の年齢について、ご回答ください（１つを選択） 

主な介護者の年齢では、「60代」が 34.1％と最も多く、次いで「70代」が 23.1％、「80 代

以上」が 19.7％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

男性 35.9%

女性 62.0%

無回答 2.1%

(n=437)

0.0

0.0

0.7

3.4

16.9

34.1

23.1

19.7

0.0

2.1

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

20歳未満

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

わからない

無回答 (n=437)

30.4

48.6

15.8

0.5

1.0

3.1

0.5

34.1

46.2

13.0

0.2

1.8

1.6

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

前回調査（n=385） 今回調査（n=437）
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Ａ票 問６ 現在、主な介護者の方が行っている介護等について、ご回答ください 

（複数選択可） 

主な介護者が行っている介護等では、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）」が 81.7％

と最も多く、次いで「外出の付き添い、送迎等」が 74.8％、「食事の準備（調理等）」が 73.2％、

「金銭管理や生活面に必要な諸手続き」が 69.1％となっています。 

前回調査と比べても、概ね同様の傾向となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

21.0

17.9

24.4

27.0

23.9

33.8

25.7

74.0

49.1

28.6

9.1

69.4

77.9

73.5

5.2

1.6

1.6

20.1

17.6

23.3

27.9

26.1

37.5

26.8

74.8

50.8

30.7

11.9

73.2

81.7

69.1

4.8

0.7

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

わからない

無回答

前回調査（n=385） 今回調査（n=437）
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Ａ票 問７ ご家族やご親族の中で、ご本人（認定調査対象者）の介護を主な理由として、過

去１年の間に仕事を辞めた方はいますか（現在働いているかどうかや、現在の勤

務形態は問いません）（複数選択可） 

過去１年間に仕事を辞めた方では、「主な介護者が仕事を辞めた（転職を除く）」が 7.1％

となっています。 

前回調査と比べて『仕事を辞めた』方の割合は、3.6 ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ票 問８ 現在、利用している、「介護保険サービス以外」の支援・サービスについて、ご回

答ください（複数選択可） 

「介護保険サービス以外」の支援・サービスの利用状況では、「利用していない」が 59.2％、

「移送サービス（介護・福祉タクシー等）」が 11.1％、「外出同行（通院、買い物など）」が

9.3％となっています。 

前回調査と比べると、「利用していない」の割合が 4.7ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

6.5

0.0

1.0

0.3

66.5

4.4

7.1

3.0

0.7

0.0

68.9

2.1

0% 20% 40% 60% 80%

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

わからない

前回調査（n=385） 今回調査（n=437）

9.6

3.3

6.9

3.5

5.1

10.4

10.4

3.5

2.4

3.7

54.5

13.3

7.9

4.1

7.2

5.7

6.8

9.3

11.1

4.7

3.1

3.8

59.2

11.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

利用していない

無回答

前回調査（n=510） 今回調査（n=557）
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Ａ票 問９ 今後の在宅生活の継続に必要と感じる支援・サービス（現在利用しているが、さ

らなる充実が必要と感じる支援・サービスを含む）について、ご回答ください 

（複数選択可） 

今後の在宅介護の継続に必要と感じる支援・サービスでは、「特になし」を除き、「移送サ

ービス（介護・福祉タクシー等）」が 28.5％、「外出同行（通院、買い物など）」が 23.3％、

「配食」が 17.6％、「掃除・洗濯」が 14.7％、「見守り、声かけ」が 14.4％となっています。 

前回調査と比べると、「外出同行」や「移送サービス」の割合が 5.0 ポイント以上の増加

となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ票 問 10 現時点での、施設等への入所・入居の検討状況について、ご回答ください 

（１つを選択） 

施設等への入所・入居の検討状況では、「入所・入居は検討していない」が 61.0％、「入所・

入居を検討している」が 20.5％、「すでに入所・入居申し込みをしている」が 9.3％となっ

ています。 

前回調査と比べると、「入所・入居は検討していない」の割合が 8.3 ポイントの増加とな

っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

52.7

61.0

21.2

20.5

16.3

9.3

9.8

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=510）

今回調査（n=557）

入所・入居は検討していない 入所・入居を検討している

すでに入所・入居申し込みをしている 無回答

15.1

9.6

12.9

10.4

11.2

17.6

23.3

13.3

5.7

3.9

31.8

18.8

17.6

9.3

14.7

11.8

10.8

23.3

28.5

14.4

9.2

3.1

29.6

12.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

無回答

前回調査（n=510） 今回調査（n=557）
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Ａ票 問 11 ご本人（調査対象者）が、現在抱えている傷病について、ご回答ください 

（複数選択可） 

現在抱えている傷病では、「認知症」が 32.3％、「眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴

うもの）」が 24.4％、「筋骨格系疾患（骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等）」が 21.9％となって

います。 

前回調査と比べると、「認知症」の割合が 3.6 ポイント減少しており、「筋骨格系疾患（骨

粗しょう症、脊柱管狭窄症等）」の割合が 3.3 ポイント増加しています。「眼科・耳鼻科疾患

（視覚・聴覚障害を伴うもの）」の割合は、ほとんど変わりません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ票 問 12 ご本人（調査対象者）は、現在、訪問診療を利用していますか（１つを選択） 

訪問診療の利用では、「利用している」が 10.8％、「利用していない」が 84.0％となって

います。 

前回調査と比べると、「利用している」の割合が 1.6 ポイント減少し、「利用していない」

の割合が 6.0ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

14.3

17.1

4.7

7.3

2.7

18.6

2.9

15.5

35.9

2.0

2.4

17.5

24.5

18.0

5.5

2.2

4.9

14.2

16.3

6.1

8.6

4.5

21.9

3.6

13.6

32.3

5.2

3.9

15.3

24.4

19.2

3.6

1.3

3.9

0% 10% 20% 30% 40%

脳血管疾患（脳卒中）

心疾患（心臓病）

悪性新生物（がん）

呼吸器疾患

腎疾患（透析）

筋骨格系疾患（骨粗しょう症、脊柱管狭窄症等）

膠原病（関節リウマチ含む）

変形性関節疾患(膝関節・股関節等)

認知症

パーキンソン病

難病（パーキンソン病を除く）

糖尿病

眼科・耳鼻科疾患（視覚・聴覚障害を伴うもの）

その他

なし

わからない

無回答

前回調査（n=510） 今回調査（n=557）

12.4

10.8

78.0

84.0

9.6

5.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=510）

今回調査（n=557）

利用している 利用していない 無回答
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Ａ票 問 13 現在、（住宅改修、福祉用具貸与・購入以外の）介護保険サービスを利用してい

ますか（１つを選択） 

介護保険サービスの利用状況では、「利用している」が 59.2％、「利用していない」が 37.7％

となっています。 

前回調査と比べると、「利用している」の割合が 1.4 ポイント増加し、「利用していない」

の割合も 3.0ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問 13で「利用していない」を回答した方のみ 

Ａ票 問 14 介護保険サービスを利用していない理由は何ですか（複数選択可） 

介護保険サービスを利用していない理由では、「現状では、サービスを利用するほどの状

態ではない」が 41.0％、「本人にサービス利用の希望がない」が 24.8％、「家族が介護をす

るため必要ない」が 23.3％となっています。 

前回調査と比べると、「現状では、サービスを利用するほどの状態ではない」の割合が 3.1

ポイントの増加、「本人にサービス利用の希望がない」の割合は 12.4 ポイントの増加となっ

ており、「家族が介護をするため必要ない」の割合は 0.4 ポイントの減少と大きな変化は有

りません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

57.8

59.2

34.7

37.7

7.5

3.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=510）

今回調査（n=557）

利用している 利用していない 無回答

37.9

12.4

23.7

1.7

4.5

2.8

8.5

6.2

15.3

13.0

41.0

24.8

23.3

1.0

5.7

1.9

7.6

7.1

12.4

4.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

現状では、サービスを利用するほどの状態ではない

本人にサービス利用の希望がない

家族が介護をするため必要ない

以前、利用していたサービスに不満があった

利用料を支払うのが難しい

利用したいサービスが利用できない、身近にない

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利用するため

サービスを受けたいが手続きや利用方法がわからない

その他

無回答

前回調査（n=177） 今回調査（n=209）
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３．介護者の状況について 

Ｂ票 主な介護者の方について、お伺いします 

Ｂ票 問１ 主な介護者の方の現在の勤務形態について、ご回答ください（１つを選択） 

主な介護者の勤務形態では、「働いていない」が 52.4％、「フルタイムで働いている」が

22.4％、「パートタイムで働いている」が 14.4％となっています。 

前回調査と比べると、「働いていない」の割合が 6.7ポイントの増加となっています。 

主な介護者の年齢別でみると、50歳代以下では「フルタイムで働いている」の割合が、60

歳代以上では「働いていない」の割合が最も大きくなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

合計 フルタイムで 

働いている 

パートタイムで 

働いている 

働いていない 主な介護者に 

確認しないと、 

わからない 

無回答 

全体 437 98 63 229 2 45 

100.0 22.4 14.4 52.4 0.5 10.3 

20 歳未満 0 0 0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

20 歳代 0 0 0 0 0 0 

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

30 歳代 3 2 0 0 0 1 

100.0 66.7 0.0 0.0 0.0 33.3 

40 歳代 15 9 2 4 0 0 

100.0 60.0 13.3 26.7 0.0 0.0 

50 歳代 74 33 14 17 2 8 

100.0 44.6 18.9 23.0 2.7 10.8 

60 歳代 149 37 28 75 0 9 

100.0 24.8 18.8 50.3 0.0 6.0 

70 歳代 101 6 10 74 0 11 

100.0 5.9 9.9 73.3 0.0 10.9 

80 歳以上 86 9 7 56 0 14 

100.0 10.5 8.1 65.1 0.0 16.3 

  

23.1

22.4

22.9

14.4

45.7

52.4

0.5

0.5

7.8

10.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=385）

今回調査（n=437）

フルタイムで働いている パートタイムで働いている

働いていない 主な介護者に確認しないと、わからない

無回答
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Ｂ票 問２ 問１で「フルタイムで働いている」、「パートタイムで働いている」と回答した方

にお伺いします。主な介護者の方は、介護をするにあたって、何か働き方につい

ての調整等をしていますか（複数選択可） 

介護をするにあたっての働き方の調整等の状況では、「特に行っていない」が 36.0％、「労

働時間を調整（残業免除、短時間勤務等）しながら、働いている」が 26.1％、「休暇（年休

や介護休暇等）を取りながら、働いている」が 24.8％となっています。 

前回調査と比べると、「休暇（年休や介護休暇等）を取りながら、働いている」割合が 4.5

ポイントの増加となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ票 問３ 問１で「フルタイムで働いている」、「パートタイムで働いている」と回答した方

にお伺いします。主な介護者の方は、勤め先からどのような支援があれば、仕事

と介護の両立に効果があると思いますか（３つまで選択可） 

仕事と介護の両立に効果があると思われる勤め先からの支援では、「介護休業・介護休暇

等の制度の充実」が 36.6％、「労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）」が 26.7％、

「制度を利用しやすい職場づくり」及び「介護をしている従業員への経済的な支援」が 21.1％

となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

16.1

36.6

21.1

26.7

6.2

6.2

6.8

21.1

1.9

16.8

1.9

6.2

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

自営業・フリーランス等のため、勤め先はない

介護休業・介護休暇等の制度の充実

制度を利用しやすい職場づくり

労働時間の柔軟な選択（フレックスタイム制など）

働く場所の多様化（在宅勤務・テレワークなど）

仕事と介護の両立に関する情報の提供

介護に関する相談窓口・相談担当者の設置

介護をしている従業員への経済的な支援

その他

特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答 (n=161)

42.4

26.6

20.3

1.1

18.1

1.7

2.3

36.0

26.1

24.8

5.0

20.5

0.6

1.2

0% 10% 20% 30% 40% 50%

特に行っていない

「労働時間を調整（残業免除、短時間勤務等）」しながら、働いている

「休暇（年休や介護休暇等）」を取りながら、働いている

「在宅勤務」を利用しながら、働いている

上記以外の調整をしながら、働いている

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

前回調査（n=177） 今回調査（n=161）
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Ｂ票 問４ 問１で「フルタイムで働いている」、「パートタイムで働いている」と回答した方

にお伺いします。主な介護者の方は、今後も働きながら介護を続けていけそうで

すか（１つを選択） 

今後も働きながら介護を続けていけそうかでは、「問題はあるが、何とか続けていける」

が 64.6％、「問題なく、続けていける」が 13.7％となっており、「続けていくのは、やや難

しい」と「続けていくのは、かなり難しい」を合わせた『難しい』の割合は、14.9％となっ

ています。 

前回調査と比べると、「問題なく、続けていける」と「問題はあるが、何とか続けていけ

る」を合わせた『続けていける』の割合は 7.7ポイント増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ票 問５ 現在の生活を継続していくにあたって、主な介護者の方が不安に感じる介護等に

ついて、ご回答ください（現状で行っているか否かは問いません）（３つまで選択

可） 

主な介護者が不安に感じる介護等については、「認知症状への対応」が 39.8％、「夜間の排

泄」が 34.8％、「外出の付き添い、送迎等」が 34.3％、「入浴・洗身」が 33.9％、「その他の

家事（掃除、洗濯、買い物等）」が 26.8％、「食事の準備（調理等）」が 25.2％となっていま

す。 

前回調査と比べると、「認知症状への対応」、「その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）」、

「食事の準備（調理等）」の割合が減少し、「夜間の排泄」、「外出の付き添い、送迎等」、「入

浴・洗身」の割合が増加しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

20.3

13.7

50.3

64.6

13.6

8.7

4.5

6.2

1.7

1.9

9.6

5.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

前回調査（n=177）

今回調査（n=161）

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい

主な介護者に確認しないと、わからない 無回答
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23.4

33.8

13.5

29.6

6.8

11.2

19.0

30.6

17.7

40.8

6.0

28.6

27.5

22.9

7.8

11.4

4.4

3.9

22.0

34.8

10.1

33.9

6.4

8.0

16.5

34.3

13.5

39.8

5.9

25.2

26.8

15.8

7.1

8.0

1.1

5.5

0% 10% 20% 30% 40% 50%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

前回調査（n=385） 今回調査（n=437）
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１．事業所のサービス状況について 

問１ 貴事業所に所属するケアマネジャーの人数、および利用者数について、ご記入ください。 

市内を拠点とする居宅介護支援サービスを展開する 19 事業所の状況を確認したところ、

65 人のケアマネジャーが活躍しています。また、居宅介護支援サービスの利用者は 1,750 人

で、そのうち、「自宅等」にお住いの利用者が 93.0％、「サービス付き高齢者向け住宅」（サ

高住）、「住宅型有料老人ホーム」（住宅型有料）及び「軽費老人ホーム」にお住まいの方が

7.0％となっています。 

 

 ケアマネジャーについて 総数 割合等 

 

1) 所属するケアマネジャーの人数 65 

ケアマネ１人当たり 

担当人数 26.9 人 

(無回答を考慮：35.7 人) 

 利用者について 総数 割合等 

 2) 「自宅等(下記を除く)」にお住いの利用者数 1,628 93.0% 

 3) 「サ高住」・「住宅型有料」・「軽費老人ホーム」に 

お住いの利用者数 
122 7.0% 

 利用者総数（無回答３） 1,750 100.0% 

 

問２ 貴事業所において、過去１年の間（令和 3年 12 月 1日～令和 4年 11月 30日）に「自

宅等（※サ高住・住宅型有料・軽費老人ホームを除く）から、居場所を変更した利用者

数（要介護度別）」をご記入ください。 

過去１年間に居所変更した利用者は 147人で、利用者総数の 8.4％を占めています。 

居所変更した利用者を要介護度別でみると、「要介護４」の方が 33.3％、「要介護３」の方

が 23.1％となっており、「要介護３」と「要介護４」を合わせると全体の半分以上となって

います。 

 

 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

全体 
5 2 19 28 34 49 10 147 

3.4% 1.4% 12.9% 19.0% 23.1% 33.3% 6.8% 100.0% 
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問３ 貴事業所において、過去１年の間（令和３年 12 月 1日～令和４年 11月 30日）に「自

宅等（※サ高住・住宅型有料・軽費老人ホームを除く）から居場所を変更した利用者数

（行き先別）」をご記入ください。 

過去１年間に居所変更された利用者の行先では、「特別養護老人ホーム」が 53 人と最も多

く、次いで「介護老人保健施設」が 38人、「サービス付き高齢者向け住宅（特定施設除く）」

が 12人となっており、これらを合わせると 103人で総移転者数の７割を占めています。 

また、搬送先や行き先で亡くなられた方は 96 人となっています。 

 

 市内 市外 合計 

1) 兄弟・子ども・親戚等の家 1 6 7 ( 4.8%) 

2) 住宅型有料老人ホーム 0 8 8 ( 5.4%) 

3）軽費老人ホーム（特定施設除く） 5 1 6 ( 4.1%) 

4) サービス付き高齢者向け住宅（特定施設除く） 7 5 12 ( 8.2%) 

5) グループホーム 5 0 5 ( 3.4%) 

6) 特定施設 1 0 1 ( 0.7%) 

7) 地域密着型特定施設 1 1 2 ( 1.4%) 

8) 介護老人保健施設 23 15 38 (25.9%) 

9) 療養型・介護医療院 0 3 3 ( 2.0%) 

10) 特別養護老人ホーム 39 14 53 (36.1%) 

11) 地域密着型特別養護老人ホーム 1 0 1 ( 0.7%) 

12) その他 1 2 3 ( 2.0%) 

13) 行先を把握していない - - 8 ( 5.4%) 

利用者の移転先合計 84 55 147 （100.0％）60.5％ 

14) 死亡 （※ 搬送先での死亡を含む） - - 96 39.5% 

合計 84 55 243 100.0% 

 

 . 
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２．在宅生活に改善が必要な利用者の状況について 

１．対象となる利用者の状況等について、お伺いします。 

問１－１ 世帯類型 
 

問１－２ 現在の居所 
 

問１－３ 要支援・要介護度 

各事業所に所属しているケアマネジャー

の担当の利用者のうち、現在のサービスの利

用では、生活の維持が難しくなっている利用

者（在宅生活に改善が必要な利用者）につい

て、伺ったところ、利用者 1,750人のうち、

生活の維持が難しくなっていると思われる

方は、全体の 6.1％（107 人）との回答をい

ただきました。 

この 107人の各属性データをみますと、世

帯類型では、「独居」が 37.4％と最も多く、

次いで「その他の同居」が 26.2％、「夫婦の

み」が 20.6％、「単身の子供との同居」が

15.9％となっています。 

居住形態別では、「自宅等（持家）」が

90.7％、「自宅等（借家）」と「サービス付き

高齢者向け住宅」がともに 4.7％となってい

ます。 

要介護度別でみると、「要介護２」が

29.0％、「要介護３」が 21.5％、「要介護１」

が 20.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 
   

  

独居 37.4%

夫婦のみ

20.6%単身の子供との同居

15.9%

その他の同居

26.2%

(n=107)

自宅等（持家）

90.7%

自宅等（借家）

4.7%

サ高住

4.7%

(n=107)

要支援１ 2.8%

要支援２

10.3%

要介護１

20.6%

要介護２

29.0%

要介護３

21.5%

要介護４

13.1%

要介護５ 1.9%
無回答 0.9%

(n=107)

【世帯類型別在宅生活に改善が必要な利用者の状況】 

【居住形態別在宅生活に改善が必要な利用者の状況】 

【要介護度別在宅生活に改善が必要な利用者の状況】 
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２．現在のサービス利用では、生活の維持が難しくなっている理由についてお伺い

します。 

問２－１ 本人の状態等に属する理由について、お答えください 
 

問２－２ 主に本人の意向等に属する理由について、お答えください 
 

問２－３ 主に家族等介護者の意向・負担等に属する理由について、お答えください 

現在のサービス利用で生活の維持が難しくなっている理由として、【本人の状態等に属す

る理由】では、「認知症の症状の悪化」、「必要な身体介護の増大」、「必要な生活支援の発生・

増大」が多く挙げられています。 

【主に本人の意向等に属する理由】では、「本人が一部の居宅サービスの利用を望まない

から」、「生活不安が大きいから」が多く挙げられています。 

【主に家族等介護者の意向・負担等に属する理由】では、「介護者の介護に係る不安・負担

量の増大」、「家族等の介護等技術では対応が困難」が多く挙げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

61.7

54.2

52.3

11.2

18.7

4.7

1.9

29.9

28.0

15.0

11.2

6.5

14.0

29.9

51.4

29.9

22.4

20.6

16.8

11.2

15.0

21.5

0% 20% 40% 60% 80%

認知症の症状の悪化

必要な身体介護の増大

必要な生活支援の発生・増大

医療的ケア・医療処置の必要性の高まり

その他、本人の状態等の悪化

本人の状態等の改善

該当なし

本人が、一部の居宅サービスの利用を望まないから

生活不安が大きいから

費用負担が重いから

居住環境が不便だから

本人が介護者の負担の軽減を望むから

その他、本人の意向等があるから

該当なし

介護者の介護に係る不安・負担量の増大

家族等の介護等技術では対応が困難

本人と家族等の関係性に課題があるから

費用負担が重いから

家族等の就労継続が困難になり始めたから

介護者が、一部の居宅サービスの利用を望まないから

その他、家族等介護者の意向等があるから

該当なし (n=107)

【主に家族等介護者の意向・負担等に属する理由】

【主に本人の意向等に属する理由】

【本人の状態等に属する理由】
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問２－４ 【問 2-1 で「必要な身体介護の増大」を選択の場合】理由となる、具体的な「身

体介護」をお答えください 
 

問２－５ 【問 2-1 で「認知症の症状の悪化」を選択の場合】理由となる、具体的な「認知

症の症状」をお答えください 
 

問２－６ 【問 2-1 で「医療的ケア・医療処置の必要性の高まり」を選択の場合】理由とな

る、具体的な「医療的ケア」、「医療処置」をお答えください 

【必要な身体介護の増大】となる理由では、「排泄（日中）」が 70.7％と最も多く、次いで

「排泄（夜間）」が 69.0％となっています。 

【認知症の症状の悪化】の理由では、「一人での外出が困難」が 66.7％と最も多く、次い

で「金銭管理が困難」、「薬の飲み忘れ」、「家事に支障がある」といった回答理由が多くなっ

ています。 

【必要となる医療的ケア・医療処置】では、「カテーテル」が 16.7％と最も多くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

53.4

62.1

37.9

70.7

69.0

62.1

53.4

6.9

3.4

0% 20% 40% 60% 80%

見守り・付き添い

移乗・移動

食事摂取

排泄（日中）

排泄（夜間）

入浴

更衣・整容

その他

無回答 (n=58)

54.5

66.7

59.1

62.1

53.0

30.3

21.2

27.3

27.3

7.6

10.6

1.5

0% 20% 40% 60% 80%

家事に支障がある

一人での外出が困難

薬の飲み忘れ

金銭管理が困難

意欲の低下

徘徊がある

暴言・暴力などがある

強い介護拒否がある

深夜の対応

近隣住民とのトラブル

その他

無回答 (n=66)

8.3

0.0

0.0

8.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

16.7

0.0

8.3

25.0

33.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

点滴の管理

中心静脈栄養

透析

ストーマの処置

酸素療法

レスピレーター

気管切開の処置

疼痛の看護

経管栄養

モニター測定

褥瘡の処置

カテーテル

喀痰吸引

インスリン注射

その他

無回答

(n=12)

 【必要な身体介護の増大】 

 【認知症の症状の悪化】 

 【必要となる医療的ケア・医療処置】 
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３．「現在のサービス利用では、生活の維持が難しくなっている」状況を改善する

ための、サービス利用の変更等について、お伺いします。 

問３－１ 「現在のサービス利用では、生活の維持が難しくなっている」状況に対して、ど

のようなサービスに変更することで改善できると思いますか。 

問３－２ 問 3-1 で選択したサービス利用の変更について、本来であればより適切と思われ

る、具体的なサービスをお答えください 

【改善が見込まれる具体的なサービスの変更】では、「より適切な在宅サービスもしくは

住まい・施設等に変更する」と回答された方が 42.1％と最も多く、【改善が見込まれる具体

的なサービス】では、「特別養護老人ホーム」と「ショートステイ」の割合が高くなっていま

す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

39.0

9.0

2.0

9.0

3.0

18.0

14.0

23.0

2.0

20.0

22.0

5.0

27.0

6.0

16.0

1.0

40.0

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

ショートステイ

訪問介護、訪問入浴

夜間対応型訪問介護

訪問看護

訪問リハ

通所介護、通所リハ、認知症対応型通所

定期巡回サービス

小規模多機能

看護小規模多機能

住宅型有料

サ高住（特定施設除く）

軽費老人ホーム

グループホーム

特定施設

介護老人保健施設

療養型・介護医療院

特別養護老人ホーム

無回答 (n=100)

16.8

34.6

42.1

3.7

2.8

0% 10% 20% 30% 40% 50%

より適切な「在宅サービス」に変更する

より適切な「住まい・施設等」に変更する

より適切な「在宅サービス」もしくは「住まい・施設等」に変更する

「1.」～「3.」では、改善は難しいと思う

無回答 (n=107)

 【改善が見込まれるサービスの変更】 

 【改善が見込まれる具体的なサービス】 

在
宅
サ
ー
ビ
ス 

住
ま
い
・
施
設
等 
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問３－３ 【問 3-2 で住まい・施設等を選択の場合】利用者の入所・入居の緊急度をお答え

ください 

「住まい・施設等」へのサービス変更の緊急度では、「入所が望ましいが、しばらくは他の

サービスでも大丈夫」が 65.0％、「緊急性が高い」が 26.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３－４ 【問 3-2で「住まい・施設等」（※特養以外）を選択の場合】入所・入居できてい

ない理由をお答えください。 

問３－５ 【問 3-2で「住まい・施設等」（※特養）を選択の場合】特養に入所できていない

理由をお答えください 

特養を除く「住まい・施設等」へ入所・入居できていない理由では、「まだ申込をしていな

い」が 45.9％、「申込済みだが、空きがない」が 24.6％となっています。 

また、特養へ入所できていない理由では、「まだ申込をしていない」が 47.5％、「申込済み

だが、空きがない」が 35.0％となっています。 

このことから、特に、特養での空き状況が少ないことがうかがえます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

26.3 65.0 6.3 2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

緊急性が高い 入所が望ましいが、しばらくは他のサービスでも大丈夫 その他 無回答

(n=80)

45.9

47.5

24.6

35.0

4.9

2.5

0.0

0.0

14.8

10.0

9.8

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問3-4 住まい・施設等(n=61)

問3-5 特別養護老人ホーム(n=40)

まだ、申込をしていない

申込済みだが、空きがない

申込済みで空きはあるが、希望の住まい・施設等に空きがない

申込済みだが、医療処理があることを理由に入所・入居できない

その他

無回答



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 居所変更実態調査 
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１．事業所のサービス状況について 

問１ 該当するサービス種別を、ご回答ください（１つに○） 

回答された事業所のサービス種別は、「グループホーム」が８事業所（33.3％）と最も多

く、次いで「特別養護老人ホーム」が５事業所（20.8％）、「介護老人保健施設」が３施設（12.5％）

等となっています。 

 

 回
答
事
業
所
（
数
・
％
） 

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム 

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
（
特
定
施
設
除
く
） 

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅 

 
 
 
 

 
 

 

（
特
定
施
設
除
く
） 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム 

特
定
施
設 

地
域
密
着
型
特
定
施
設 

介
護
老
人
保
健
施
設 

介
護
療
養
型
医
療
施
設
・
介
護
医
療
院 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

地
域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

そ
の
他
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
） 

全体 
24 1 1 2 8 1 0 3 1 5 0 2 

100.0 4.2 4.2 8.3 33.3 4.2 0.0 12.5 4.2 20.8 0.0 8.3 

 

問２ 貴施設等の概要について、以下にご記入ください 

回答された事業所には、全 957人が入所・入居しており、24事業所の定員数に対する入居

率は、83.4％となっています。また、全施設の待機者数は 386 人であり、特別養護老人ホー

ムの待機者数（申込者数）は 25人となっています。 

 

定員数等 

サービス付き高齢者向け住宅：居室数 77 室 
1,148 人

（※） 
住宅型有料老人ホーム・経費老人ホーム：住宅戸数 58 戸 

上記以外の定員数 1,013 人 

入所・入居

者数 

回答入居・入居者数 957 人 

入居率（※） 83.4％ 

（貴施設等の）待機者数 386 人 

特別養護老人ホームの待機者数（申込者数） 25 人 

 

  
※定員数等のうち、居室については 1 人/室、住宅戸数については１人/戸として算定 
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問３ 現在の入所・入居者の要支援・要介護度について、ご記入ください（数値を記入） 

施設の入所・入居者の要介護度は、「要介護４」が 23.1％と最も多く、次いで「要介護５」

が 20.7％、「要介護３」が 19.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 以下の医療処置を受けている人数について、ご記入ください（数値を記入） 

施設の入所・入居者の受けている医療処置ごとの人数は、「経管栄養」が 8.2％と最も多く、

次いで「喀痰吸引」が 6.7％、「カテーテル」が 3.2％、「褥瘡の処置」が 3.1％となっていま

す。 

 

 

  

14.6

0.6

2.0

7.0

10.4

19.4

23.1

20.7

0.3

1.8

0% 5% 10% 15% 20% 25%

自立

要支援１

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

申請中・不明

無回答 (n=957) 

0.8

0.0

0.4

0.6

0.5

0.0

0.8

0.0

8.2

0.1

3.1

3.2

6.7

1.4

0% 1% 2% 3% 4% 5% 6% 7% 8% 9%

点滴の管理

中心静脈栄養

透析

ストーマの処置

酸素療法

レスピレーター

気管切開の処置

疼痛の看護

経管栄養

モニター測定

褥瘡の処置

カテーテル

喀痰吸引

インスリン注射 (n=957) 
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２．居所変更された利用者の状況について 

過去１年間の新規の入所・入居者についてお伺いします 

問５ 過去１年間に、貴施設等に新規で入所・入居した人数をご記入ください。 

問６ 問５でご記入いただいた過去１年間の新規の入所・入居者について、入所・入居する

前の居場所別の人数をご記入ください。 

各施設への新規入所・入居者数は、合計で 277人となっています。 

入所・入居する前の居場所別の傾向をみると、「市内」が 57.0％、「市外」が 41.6％とな

っており、市内・市外とも「自宅（兄弟・子ども、親戚等の家を含む）」からの入所・入居が

多くなっています。 

 

入所・入居する方の居場所 市内 市外 

自宅（※兄弟・子ども・親戚等の家含む） 80(28.9%) 38(13.7%) 

住宅型有料老人ホーム  0( 0.0%)  0( 0.0%) 

軽費老人ホーム（特定施設除く）  1( 0.4%)  3( 1.1%) 

サービス付き高齢者向け住宅（特定施設除く）  5( 1.8%)  1( 0.4%) 

グループホーム  1( 0.4%)  1( 0.4%) 

特定施設  1( 0.4%)  0( 0.0%) 

地域密着型特定施設  2( 0.7%)  0( 0.0%) 

介護老人保健施設 10( 3.6%)  8( 2.9%) 

療養型・介護医療院 24( 8.7%)  9( 3.2%) 

特別養護老人ホーム  0( 0.0%)  0( 0.0%) 

地域密着型特別養護老人ホーム  0( 0.0%)  0( 0.0%) 

その他 34(12.3%) 55(19.9%) 

小計    158(57.0%)  115(41.6%) 

入居・入所する前の居場所を把握していない   4(  1.4%) 

合計 277(100.0%) 

 

  



66 

過去１年間の退居者についてお伺いします 

問７ 過去１年間（令和３年 12月 1 日～令和４年 11月 30日）に、貴施設等を退居した人の

人数をご記入ください。 

問８ 問７でご記入いただいた過去１年間の退居者について、要介護度別の人数をご記入く

ださい。 

問９ 問７でご記入いただいた過去１年間の退居者について、退居先別の人数をご記入くだ

さい。 

過去１年間に各施設から退居・退所した人数は、合計で 302 人であり、要介護度別では、

「死亡」を除き、「要介護４」が 16.6％、「要介護５」が 13.6％となっています。 

退居先別でみると、「死亡」を除き、市内の「自宅（兄弟・子ども、親戚等の家を含む）」

が 6.6％と最も多く、次いで市内の「療養型・介護医療院」が 6.3％、市外の「療養型・介護

医療院を除く病院・診療所」及び市外の「特別養護老人ホーム」がそれぞれ 5.6％となって

います。 
 
 退

所
・
退
去
者 

（
人
・
％
） 

自
立 

要
支
援
１ 

要
支
援
２ 

要
介
護
１ 

要
介
護
２ 

要
介
護
３ 

要
介
護
４ 

要
介
護
５ 

申
請
中
・
不
明 

死
亡 

全体 
302 4 0 3 13 17 24 50 41 0 150 

100.0 1.3 0.0 1.0 4.3 5.6 7.9 16.6 13.6 0.0 49.7 

 

退去先 市内 市外 

自宅（兄弟・子ども、親戚等の家含む） 20( 6.6%)  9( 3.0%) 

住宅型有料老人ホーム  0( 0.0%)  0( 0.0%) 

軽費老人ホーム（特定施設除く）  1( 0.3%)  0( 0.0%) 

サービス付き高齢者向け住宅（特定施設除く）  2( 0.7%)  2( 0.7%) 

グループホーム  1( 0.3%)  1( 0.3%) 

特定施設  0( 0.0%)  0( 0.0%) 

地域密着型特定施設  0( 0.0%)  0( 0.0%) 

介護老人保健施設  0( 0.0%)  1( 0.3%) 

療養型・介護医療院 19( 6.3%)  2( 0.7%) 

療養型・介護医療院を除く病院・診療所 15( 5.0%) 17( 5.6%) 

特別養護老人ホーム 14( 4.6%) 17( 5.6%) 

地域密着型特別養護老人ホーム  0( 0.0%)  0( 0.0%) 

その他  6( 2.0%)  1( 0.3%) 

行先を把握していない  24(  7.9%) 

死亡 150( 49.7%) 

合計 302(100.0%) 
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問１０ 貴施設等の入居・入所者が、退居する理由は何ですか。退居理由として多いものを

上位３つまで選んでください。 

退居する理由では、「医療的ケア・医療処置の必要性が高まったから」が 70.8％、「その他」

が 66.7％、「1)～4)以外の状態像が悪化したから」が 29.2％となっています。 

 

  回答 割合(%) 

1) 必要な生活支援が発生・増大したから 3 12.5% 

2) 必要な身体介護が発生・増大したから 6 25.0% 

3）認知症の症状が悪化したから 6 25.0% 

4) 医療的ケア・医療処置の必要性が高まったから 17 70.8% 

5) 「1」～「4」以外の状態像が悪化したから 7 29.2% 

6) 入所・入居者の状態等が改善したから 4 16.7% 

7) 入所・入居者が、必要な居宅サービスの利用を望まなかったから 1 4.2% 

8) 費用負担が重くなったから 5 20.8% 

9) その他 16 66.7% 

無回答 1 4.2% 

回答事業所数合計 24 100.0% 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６章 介護人材実態調査 
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１．基本属性 

【訪問系、施設・通所系共通】 

問１ 該当するサービス種別（介護予防を含む）をご回答ください。 

 

問２ 貴事業所（問１で○をつけたサービス種別の事業所）に所属する介護職員について、

お伺いします。 

問２－１ 介護職員の総数を、ご記入ください。 

問２－２ 貴施設等の開設時期について、ご記入ください。 

回答された事業所のサービスの種類別は、「訪問系」が 21事業所、「施設系」が 28事業所、

「通所系」が 30事業所となっています。 

また、回答された全事業所の職員総数は 946 人で、サービス種別の職員数は訪問系が

20.4％、施設系が 52.0％、通所系が 23.0％となっています。正規・非正規職員の割合をみ

ると、正規職員が 66.8％、非正規職員が 33.2％となっており、施設系、通所系の正規職員

がいずれも 70％程度であるのに対し、訪問系は 50％程度となっています。 

 

サービスの種類 事業所数 
職員数 

正規 非正規 

訪問系 

訪問系サービス 19(23.5%)  89(54.6%)  74(45.4%) 

小規模多機能型居宅介護  1( 1.2%)   5(27.8%)  13(72.2%) 

看護小規模多機能型居宅介護  0( 0.0%) - - 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護  1( 1.2%)   8(66.7%)   4(33.3%) 

小計 21(25.9%) 
102(52.8%)  91(47.2%) 

193(20.4%) 

施設系 施設・居住系サービス 28(34.6%) 
350(71.1%) 142(28.9%) 

492(52.0%) 

通所系 通所系サービス 30(37.0%) 
154(71.0%)  63(29.0%) 

217(23.0%) 

― 無回答  2( 2.5%) 
 26(59.1%)  18(40.9%) 

 44( 4.7%) 

全体 81(100.0%) 
632(66.8%) 314(33.2%) 

946(100.0%) 
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問２－３ 令和４年 12月１日時点で、開設から１年以上を経過している施設等にお伺いし

ます。過去１年間（令和３年 12月１日～令和４年 11 月 30 日）の介護職員の採

用者数と離職者数をご記入ください。 

問２－４ 問２－３の採用者・離職者について、正規・非正規別・年齢別をご記入くださ

い。（数値を記入） 

介護職員の過去１年間の採用者・離職者の状況をみると、採用者数・離職者数がほぼ同数

であり、正規・非正規別では、正規職員は採用者数より離職者数が上回り、非正規社員では

採用者数より離職者数が下回っています。 

年齢別では、40歳代までは採用者数が離職者数を上回っており、50 歳代、60歳代では採

用者数より離職者数が大きく上回っています。 

 

 採用者数 離職者数 合計 

正規職員 非正規職員 正規職員 非正規職員 採用者数 離職者数 

20 歳未満 1 0 0 0 1 0 

20～29 歳 9 12 8 6 21 14 

30～39 歳 17 15 17 7 32 24 

40～49 歳 19 13 16 9 32 25 

50～59 歳 12 6 17 9 18 26 

60～69 歳 8 8 11 17 16 28 

70～79 歳 0 2 0 2 2 2 

80 歳以上・年齢不明 0 0 0 0 0 0 

小計 66 56 69 50 122 119 

合計 122 119 +3 
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２．介護職員の現状について 

【訪問系、施設・通所系共通】 

問３ 貴事業所等に所属している介護職員全員（非常勤含む。ボランティアのかたを除く）

について、お答えください。 

（１）性別 

訪問系、施設・通所系とも女性の比率が高く、訪問系より施設・通所系の方が男性の比率

が高くなっています。 

 

性別 訪問系 施設・通所系 

男性 29 (15.3%) 173 (24.5%) 

女性 158 (83.6%) 534 (75.5%) 

無回答 2 ( 1.1%) 0 ( 0.0%) 

合計 189 (100.0%) 707 (100.0%) 

 

（２）年齢 

40歳代までの職員数の割合は、訪問系より施設・通所系の方が高く、50歳代～70歳代の

職員数の割合は、訪問系より施設・通所系の方が高くなっており、訪問系は 40 歳代以下が

38.1％で 50 歳代以上が 61.4％であるのに対して、施設・通所系は 40 歳代以下が 58.1％で

50 歳代以上が 41.9％となっています。 

 

年齢 訪問系 施設・通所系 

20 歳未満 0 0.0% 

38.1% 

3 0.4% 

58.1% 
20～29 歳 4 2.1% 55 7.8% 

30～39 歳 27 14.3% 171 24.2% 

40～49 歳 41 21.7% 182 25.7% 

50～59 歳 53 28.0% 

61.4% 

167 23.6% 
41.9% 

 
60～69 歳 45 23.8% 105 14.9% 

70～79 歳 18 9.5% 24 3.4% 

年齢不明 0 0.0% 0 0.0% 

無回答 1 0.5% 0 0.0% 

合計 189 100.0% 707 100.0% 
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（３）雇用形態 

訪問系より施設・通所系の方が正規職員数の比率が高くなっています。 

 

雇用形態 訪問系 施設・通所系 

正規職員 98 (51.9%) 485 (68.6%) 

非正規職員 89 (47.1%) 222 (31.4%) 

無回答 2 ( 1.1%) 0 ( 0.0%) 

合計 189 (100.0%) 707 (100.0%) 

 

 

（４）資格の取得、研修の終了の状況 

訪問系より施設・通所系の職員の方がより高位の資格を取得している割合が高くなってい

ます。 

 

資格の取得、研修の終了の状況 訪問系 施設・通所系 

介護福祉士（認定介護福祉士含む） 85 (45.0%) 426 (60.3%) 

介護職員実務者研修修了、または(旧)介

護職員基礎研修修了、または(旧)ヘルパ

ー１級 

10 ( 5.3%) 63 ( 8.9%) 

介護職員初任者研修修了、または(旧)ヘ

ルパー2 級 
48 (25.4%) 122 (17.3%) 

上記のいずれにも該当しない 43 (22.8%) 96 (13.6%) 

無回答 3 ( 1.6%) 0 ( 0.0%) 

合計 189 (100.0%) 707 (100.0%) 

 

（５）現在の施設等での勤務年数 

訪問系、施設・通所系とも勤務年数１年以上の職員の割合がほぼ 85％となっています。 

 

勤務年数 訪問系 施設・通所系 

1 年以上 162 (85.7%) 603 (85.3%) 

1 年未満 19 (10.1%) 103 (14.6%) 

無回答 8 ( 4.2%) 1 ( 0.1%) 

合計 189 (100.0%) 707 (100.0%) 
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（６）現在の施設等に勤務する直前の職場（勤務年数が１年未満の方のみ） 

訪問系では、「介護以外の職場」からの転職者が 42.1％で、「訪問介護・入浴、夜間対応型」

及び「特養、老健、療養型・介護医療院、ショートステイ、グループホーム、特定施設」か

らの転職者を合わせた、これら上位３職場からの転職者の割合が 89.5％を占めています。 

施設・通所型では、「現在の職場が初めての勤務先」とする割合が 16.5％あり、訪問系の

0.0％と大きく異なっています。「特養、老健、療養型・介護医療院、ショートステイ、グル

ープホーム、特定施設」からの転職者が 35.0％で、「介護以外の職場」からの転職者の割合

は訪問系のほぼ半分の24.3％となっており、これら上位３職場からの転職者の割合が75.8％

を占めています。 

 

前職（勤務年数が１年未満の方のみ） 訪問系 施設・通所系 

現在の職場が初めての勤務先 0 ( 0.0%) 17 (16.5%) 

介護以外の職場 8 (42.1%) 25 (24.3%) 

特養、老健、療養型・介護医療院、ショ

ートステイ、グループホーム、特定施設 
4 (21.1%) 36 (35.0%) 

訪問介護・入浴、夜間対応型 5 (26.3%) 5 (4.9%) 

小多機、看多機、定期巡回サービス 0 ( 0.0%) 0 (0.0%) 

通所介護、通所リハ、認知症デイ 2 (10.5%) 12 (11.7%) 

住宅型有料、サ高住（特定施設以外） 0 ( 0.0%) 4 ( 3.9%) 

その他の介護サービス 0 ( 0.0%) 2 ( 1.9%) 

無回答 0 ( 0.0%) 2 ( 1.9%) 

合計 19 (100.0%) 103 (100.0%) 

 

 

 

 

 

  

注）現在の事業所での勤務年数が１年未満の方のみ対象 
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（７）前職の勤務場所 

訪問系は「同一の市町村内」が 72.7％に対し、施設・通所系は「別の市町村内」が 59.3％

となっています。 

 

前職の勤務場所 訪問系 施設・通所系 

同一の市区町村内 8 (72.7%) 18 (30.5%) 

別の市区町村内 2 (18.2%) 35 (59.3%) 

無回答 1 ( 9.1%) 6 (10.2%) 

合計 11 (100.0%) 59 (100.0%) 

 

 

 

 

（８）前職の法人 

訪問系、施設・通所系とも「別の法人・グループ」が 64％前後とほぼ同じ割合となってい

ます。 

 

前職の法人 訪問系 施設・通所系 

同一の法人・グループ 3 (27.3%) 15 (25.4%) 

別の法人・グループ 7 (63.6%) 38 (64.4%) 

無回答 1 ( 9.1%) 6 (10.2%) 

合計 11 (100.0%) 59 (100.0%) 

 

 

 

（９）過去１週間の勤務時間 

訪問系では、勤務時間 30 時間以上の職員の割合は 58.2％、20 時間未満の職員の割合は

28.6％に対し、施設・通所系では、勤務時間 30時間以上の職員の割合が 81.9％となってい

ます。 

 

１週間の勤務時間 訪問系 施設・通所系 

10 時間未満 28 (14.8%) 24 ( 3.4%) 

10 時間以上 20 時間未満 26 (13.8%) 37 ( 5.2%) 

20 時間以上 30 時間未満 13 ( 6.9%) 67 ( 9.5%) 

30 時間以上 40 時間未満 40 (21.2%) 102 (14.4%) 

40 時間以上 70 (37.0%) 477 (67.5%) 

無回答 12 ( 6.3%) 0 ( 0.0%) 

合計 189 (100.0%) 707 (100.0%) 

  

注）現在の事業所での勤務年数が１年未満で、現職場が初めて及び介護以外の職場からの転職

者を除いた職員のみ対象 

注）現在の事業所での勤務年数が１年未満で、現職場が初めて及び介護以外の職場からの転職

者を除いた職員のみ対象 
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【訪問系】 

問４ 直近の１週間（７日間）について、提供した時間（分）を記入してください 

訪問系介護職員が直近の１週間に行っているサービス提供時間を内容別でみると、介護給

付の内容別内訳では「身体介護」を行っている時間が 70.8％と最も多くなっており、介護予

防給付・総合事業の内容別内訳では、「その他の生活援助」が 58.0％と最も多くなっていま

す。 

 
 

  
身体介護 買い物 調理・配膳 

その他生活
援助 

計 

介護給付 
分 28,265 1,170 3,000 7,500 39,935 

％ 70.8  2.9  7.5  18.8  100.0 

介護予防給付･総

合事業 

分 1,685 1,075 180 4,060 7,000 

％ 24.1  15.4  2.6  58.0  100.0 

計 
分 29,950 2,245 3,180 11,560 46,935 

％ 63.8  4.8  6.8  24.6  100.0 

 

 

 



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７章 介護サービス事業所意向調査 
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１．介護サービス事業所の状況について 

◆サービスの種類 

本市内で現在提供されている介護保険サービスでは、「居宅介護支援」が 19事業所と最も

多く、次いで「訪問介護」が 11事業所、「短期入所生活介護」、「地域密着型通所介護」がそ

れぞれ 10事業所となっています。また、総合事業である通所型サービス（独自）も 13事業

所で展開されています。 
 

 介護保険サービス 事業所数:所 登録者数：人 定員数：人 

居
宅 

訪問介護 11 341 － 

訪問入浴介護 1 100 － 

訪問看護 8 244 － 

訪問リハビリテーション 3 7 － 

居宅療養管理指導 0 － － 

通所介護 8 359 － 

通所リハビリテーション 8 411 － 

短期入所生活介護 10 201 － 

短期入所療養介護（老健） 1 3 － 

短期入所療養介護（病院等） 1 14 － 

短期入所療養介護（介護医療院） 0 － － 

特定施設入居者生活介護 1 13 － 

居宅介護支援 19 2,210 － 

地
域
密
着
型 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 1 24 － 

夜間対応型訪問介護 0 － － 

地域密着型通所介護 10 191 － 

認知症対応型通所介護 1 36 － 

小規模多機能型居宅介護 3 73 － 

認知症対応型共同生活介護 7 62 － 

地域密着型特定施設入居者生活介護 0 － － 

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 0 － － 

看護小規模多機能型居宅介護 0 － － 

施
設 

介護老人福祉施設 7 － 387 

介護老人保健施設 3 － 260 

介護医療院 2 － 31 

介護療養型医療施設 0 － － 

介護保険以外の施設 6 － 305 

総
合
事
業 

訪問型サービス（独自） 9 － 82 

訪問型サービス（独自/定率） 3 － 6 

通所型サービス（独自） 13 － 218 

通所型サービス（独自/定率） 3 － 57 

合計 139 4,289 1,346 
  

注）令和５年度開設予定の認知症対応型共同生活介護１事業所を含む。（※登録者数は現時点で不明のため計上せず。） 
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２．今後の事業展開について 

◆令和６年度から令和８年度までの事業展開意向 

◆令和９年度から令和 11年度までの事業展開意向 

各事業所の今後の事業展開として、令和６年度から令和８年度までの３年間では、地域密

着型サービスで２事業の新規参入が検討されている他、引き続き、介護医療院への転換が検

討されている状況です。また、令和９年度から令和 11 年度までの３年間では、訪問介護で

事業の縮小が検討されています。 

事業拡大の背景には、利用者の増加に伴う受け入れ態勢の強化や、将来的な老年人口の増

加によるニーズの拡大などが挙げられている一方、事業縮小の背景として、利用者の減少傾

向に加え、今後、自己負担割合の増加により、更に利用者が減少することなどが挙げられて

います。 

その他、現状維持と回答された事業所では、主に、利用スペースの確保や定員の増員が難

しいことや、人材の確保が困難であるなどの意見が挙げられており、今回計画では、こうし

た現状を踏まえたうえで、展開施策の充実化等について検討していくことが重要となります。 

  

 介護保険サービス 
令和６年度～令和８年度 令和９年度～令和 11 年度 

維持 拡大 縮小 新規 維持 拡大 縮小 新規 

居
宅 

訪問介護 9 1 － － 6 2 1 － 

訪問入浴介護 1 － － － 1 － － － 

訪問看護 5 2 － － 4 3 － － 

訪問リハビリテーション 1 1 － － 1 1 － － 

通所介護 8 － － － 6 － － － 

通所リハビリテーション 8 － － － 6 1 － － 

短期入所生活介護 8 1 － － 8 － － － 

短期入所療養介護（老健） 1 － － － 1 － － － 

短期入所療養介護（病院等） 1 － － － － － － － 

特定施設入居者生活介護 1 － － － 1 － － － 

居宅介護支援 16 2 － － 11 1 － － 

地
域
密
着
型 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 － 1 － － 1 － － － 

地域密着型通所介護 7 2 － － 7 1 － － 

認知症対応型通所介護 1 － － 1 1 － － － 

小規模多機能型居宅介護 3 － － 1 2 － － － 

認知症対応型共同生活介護 5 2 － － 4 － － － 

施
設 

介護老人福祉施設 7 － － － 6 － － － 

介護老人保健施設 3 － － － 2 － － － 

介護医療院 1 － － 1 2 － － － 

介護保険以外の施設 6 － － － 6 － － － 

総
合
事
業 

訪問型サービス（独自） 9 － － － 7 1 － － 

訪問型サービス（独自/定率） 3 － － － 3 － － － 

通所型サービス（独自） 12 － － － 10 － － － 

通所型サービス（独自/定率） 2 1 － － 2 － － － 

合計 118 13 0 3 97 10 1 1 
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◇ 令和６年度から令和８年度までの事業展開意向に係る意見 
 

【事業拡大】 

・施設・設備・人員を充実させ、利用者数・登録者数の増加を目指す。 

・利用者の増加に伴い、受け入れ態勢を整えるべく、人材確保の予定。 

【現状維持】 

・人材確保が困難なため、現状を維持する。 

・現状がベストな状態である。 

・現状の施設規模では、利用スペースの確保や定員の増員が難しい。 

【新規参入】 

・既存敷地内にサービスの新設を検討中。 

 

◇ 令和９年度から令和 11年度までの事業展開意向に係る意見 
 

【事業拡大】 

・老年人口の増加により、ニーズが高まることが予想される。 

・人材の確保ができたら、事業拡大を検討する。 

・サービスの規模拡大を計画している。 

【事業縮小】 

・利用者が減少傾向である。今後、厚生労働省からの自己負担割合が増えることにより、

ますます利用者数の減少が考えられる。 

【現状維持】 

・人材確保が困難なため、現状を維持する。 

・ニーズの収束の見通しがないため、現状を維持する。 

・現状の施設規模では、利用スペースの確保や定員の増員が難しい。 

【新規参入】 

・既存敷地内に介護医療院の転換を検討している。（時期は未定） 

【未定】 

・人員の確保次第。 

  



80 

◆事業展開に向けた課題等 

 

事業展開に向けた課題として、以下の意見がありました。 
 

・人手不足の解消が必要。 

・若い人材だけでなく、経験豊富な人材の確保も必要。 

・職員の高齢化により、体力的な課題がある。 

・ケアマネジャーが不足。離職防止に努める。 

・人材の育成。教育体制も課題である。質の高いサービスの提供が課題になる。 
 

◆自由記述（経営上の課題や介護保険制度に関する意見など） 

 

経営上の課題や介護保険制度に関する意見など、以下の記述がありました。 
 

・人材の確保と育成が必要。   

・ケアマネ不足。ケアマネの複数人確保が必要。 

・職員の高齢化による身体負担軽減。   

・送迎ドライバーの人材育成。 

・質の高いサービスを提供するための研修参加、実施していく。 

・若い方への資格取得推進。   

・教育体制の充実。 

・働きやすい職場環境。   

・福利厚生等も課題。   

・介護職員の確保・教育・定着。 

・看護師やリハビリ職（PT.OT.ST）それぞれが研修等を行い、統一した質の高いサービス

の提供。 

・ICT活用のためのノートパソコン・タブレットなどの資金確保。 

・利用者の確保。   

・利用者様が望む活動内容について。 

・利用者様へ、サービスについての周知を包括でも積極的に行う。 

・新規参入に伴う資金確保。 

・ケアプラン料金が安く、利用登録と相談支援が多くてもサービスにつながらないケース

が多く、常に赤字状態。 

・固定費の増大が予測され、経費の現状維持も難しくなっている為、管理費等の諸経費の

見直しの検討。 

・福祉用具の活用と他職種との連携と協力。 

・ベースアップ。 
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・３包括による「対象者チェックシート」を知らない方もいると思います。包括から積極

的なアプローチをお願いしたい。 

・幅広い分野でのサービス提供に努める。 

・適正な支援の結果、在宅から施設等に入ったり、見取りのケースも多く、期間が短い。 

・災害に強い施設づくり。 
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１．介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 調査票 
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２．在宅介護実態調査 調査票 
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３．在宅生活改善調査 調査票 
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４．居所変更実態調査 調査票 
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５．介護人材実態調査 調査票 
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６．介護サービス事業所意向調査 調査票 
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